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（西之前　仁太郎）
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　　　　　　　　　　　　　　　毒　　　　　　　　　　　　　蔽
　　　　　　　　　　　　（瓦
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食品の年末一斉取締り月問

　　りす組

なぐもみかさん
（西之前大下）
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広報

『

お《摯み（死亡）

　　　　　　　　　　（死亡年月日）

渡辺マサさん　81歳

　（湯山）藤屋　　　　　3・11・4

高藤クマさん・81歳

　（湯本）松野屋　　　　3・11・7

樋熊琢成さん　69歳

　（松之山）陽広寺　　　3・11・22

、
蘂
翫
・

馨濯
　　祖

　へ黙’

貿
　　・－

▼
1
1
月
の
で
き
ご
と

2
日
　
農
業
委
員
会
総
会

6
日
　
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

12

日
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
準
備

　
　
委
員
会

13

日
　
下
布
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
セ
ン
タ
i
竣
工
式

17

日
　
山
村
留
学
生
収
穫
祭

　
　
町
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
郡
囲
碁
大
会

23

日
　
郡
婦
人
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
大
会
（
牧
村
）

27
日
　
農
業
委
員
会
総
会

▼
1
2
月
の
予
定

26　　　　25　24　18　10　・9　　3

日　日日日日日日
2827
日　日大自然のなかでスキーを楽しむスキー合宿のみなさん（大厳寺高原）

集
落
総
代
会

ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
祭

リ
ハ
ビ
リ
教
室
（
合
同
）

リ
ハ
ビ
リ
教
室
（
す
こ
や
か
）

議
会
定
例
会

湯
沢
直
通
バ
ス
運
行
開
始

（
1
月
8
日
ま
で
）

農
業
委
員
会
総
会

松
之
山
葛
飾
子
供
交
歓
会

（
2
9
日
ま
で
）

官
庁
仕
事
納
め

年
越
し
国
際
交
流

（
1
月
3
日
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
十
一
月
下
旬
に
降
っ
た
初
雪
に

驚
い
て
、
車
の
タ
イ
ヤ
を
早
々
と

替
え
ら
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。

　
そ
の
後
比
較
的
暖
か
い
日
が
続

き
、
こ
の
ま
ま
行
け
ば
長
期
予
報

通
り
暖
冬
少
雪
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

　
平
成
三
年
も
残
す
と
こ
ろ
二
〇

日
余
り
と
な
り
、
一
年
が
あ
ま
り

に
も
早
く
過
ぎ
て
行
く
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運

動
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
新
年
を
気
持
ち
良
く
迎
え
る
た

め
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
ま

た
遇
わ
な
い
よ
う
十
分
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
佐
藤

十
二
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
七
五
一
（
▲
一
二
）

　
　
男
／
一
、
八
三
五
（
▲
　
三
）

　
　
女
／
一
、
九
一
六
（
▲
　
九
）

世
帯
数
／
一
、
一
六
〇
（
▲
　
四
）

（
）
内
は
十
一
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
十
二
月
号

平
成
三
年
十
二
月
十
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
a
六
－
三
一
三
一

編
集
／
総
務
課

幽　今月号の話題幽
町長新年あいさっ…………一…・……・2

12月定例議会…一……………D…………4

共同募金・歳末たすけあい運動………5

提言・感想文優秀賞受賞作品…………6

92年賀状特集………一一………・7～9

ぽくの絵わたしの絵特集…………10～12

　　　（松之山保育所りす組）

松之山・葛飾子供交歓会………………13

12月のフォトニュースー一……・14～15

集落探訪（上之山）………………16～17

公民館だより・・………………・…………18

雪上レクで友達の輪が広がった
　　　　　松之山・葛飾子供交歓会

節wr　　鮮駒一勘、一

／
纂
～
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新年あけまして
ございますおめでとう

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
羊
年
に
似
合
わ
ず
、
湾
岸

戦
争
に
明
け
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
共
和

国
の
崩
壊
に
暮
れ
る
と
い
う
、
ま
さ

に
激
動
の
一
年
で
し
た
が
、
九
十
二

年
の
猿
年
は
果
し
て
ど
ん
な
年
に
な

る
で
し
ょ
う
か
。

　
地
球
規
模
の
汚
染
、
温
暖
化
、
異

状
気
象
、
地
殼
変
動
等
、
世
紀
末
に

一
歩
一
歩
近
づ
い
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
な
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
せ

め
て
わ
が
ふ
る
里
”
松
之
山
町
”
だ

け
で
も
安
穏
の
日
が
続
く
こ
と
を
祈

り
た
い
も
の
で
す
。

　
昨
年
は
町
史
の
完
成
、
温
泉
セ
ン

タ
ー
の
建
設
、
湯
山
の
温
泉
の
掘
削
、

林
道
牛
ケ
鼻
浦
田
線
の
開
通
、
上
蝦

池
簡
易
水
道
の
完
成
、
下
布
川
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
落
成
等

が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
温
泉
セ
ン
タ
ー
は
文
字

松之山町長

村山政光

通
り
千
客
万
来
で
、
有
料
に
し
た
た

め
の
客
の
減
少
も
ま
っ
た
く
な
く
、

無
料
の
時
よ
り
も
か
え
っ
て
入
湯
者

が
増
え
ま
し
た
こ
と
は
町
に
と
っ
て

嬉
し
い
誤
算
で
し
た
。

　
さ
て
、
今
年
の
町
の
目
玉
事
業
は

何
と
い
っ
て
も
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
建
設
で
す
。

　
収
容
人
員
は
五
十
名
（
痴
呆
性
老

人
四
名
分
含
む
）
で
、
十
名
分
の
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
、
十
五
名
分
の
デ
ー

サ
ー
ビ
ス
が
併
設
さ
れ
、
県
内
老
人

ホ
ー
ム
で
は
初
の
温
泉
入
浴
が
で
き

る
施
設
に
す
る
予
定
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
老
人
ホ
ー
ム
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
が
、
他
の
老
人
ホ

ー
ム
は
「
○
○
園
」
と
か
「
○
○
の

里
」
と
か
が
多
い
の
で
、
私
は
仮
の

名
を
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
不
老

閣
」
と
名
づ
け
て
み
た
の
で
す
が
、

な
か
に
は
賛
成
し
て
く
だ
さ
る
人
も

い
ま
す
が
、
お
も
し
ろ
く
な
い
と
い

わ
れ
る
方
も
か
な
り
い
て
、
目
下
の

と
こ
ろ
良
い
名
前
が
な
い
か
と
迷
っ

て
い
る
状
態
で
す
。

　
そ
こ
で
町
の
内
外
を
問
わ
ず
、
皆

さ
ん
か
ら
こ
の
ホ
ー
ム
の
名
称
を
募

集
し
ま
す
。

　
二
月
末
日
ま
で
に
、
役
場
の
住
民

課
福
祉
係
ヘ
ハ
ガ
キ
な
ど
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
採
用
さ
れ
た
方
に
は
お
礼
を
差
し

上
げ
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
老
人
は
も
と
よ
り
、
小
・
中
・
高

校
生
な
ど
若
い
方
か
ら
の
応
募
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
も
う
一
か
所
名
前
を
つ

け
て
い
た
だ
き
た
い
施
設
が
あ
り
ま

す
。

　
そ
れ
は
、
黒
倉
に
今
年
の
春
完
成

し
ま
す
「
ふ
る
さ
と
生
活
体
験
交
流

　
卑
簗

π
％

　
ρ

館
」
で
す
。

　
山
村
留
学
の
児
童
・
生
徒
が
利
用

し
た
り
、
一
般
の
方
も
あ
ら
か
じ
め

申
し
込
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
宿
泊
も

日
帰
り
も
で
き
る
温
泉
（
加
熱
）
付

き
の
施
設
で
す
。

　
同
様
の
建
物
が
大
島
村
の
田
麦
に

あ
り
「
庄
屋
の
家
」
と
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
が
、
今
の
若
い
人
は
庄
屋
と

い
う
言
葉
を
知
り
ま
せ
ん
の
で
評
判

は
今
一
つ
の
よ
う
で
す
。

　
応
募
要
項
は
老
人
ホ
ー
ム
と
同
じ

で
、
若
い
人
に
受
け
そ
う
な
名
前
を

考
え
、
ハ
ガ
キ
な
ど
で
産
業
課
農
林

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
以
上
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
か
た
が

た
、
町
の
二
つ
の
新
し
い
施
設
の
ネ

ー
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
々
様

の
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
年
頭
の
言
葉

に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

へ型

1ト鶏

！

斎
免

葦髄

、
．
》
▽

　
ρ

）
謎
＞

、

＼
＼ト

、

2・1　ゆきぐに森林組合発足

　　　町指定文化財として新た

　　　に16点指定

3・31　浦田中学校閉校

　　　松之山診療所竣工、翌日

　　　より診療を開始

4・7　新潟県議会議員選挙、村

　　　松二郎氏初当選

4・12　松之山温泉センター竣工

4・27　越後湯沢駅直通バス運行

　　　開始

5・3　成人式（七宝焼で自分の

　　　記念品を作る）

5・8　年金友の会設立総会

6・15　松之山町史出版記念式典

年

￥ろ㌧￥ろありき）杉

4月から診療を開始した新松之山診療所

　
　
　
　
4
＼
　
　
　
　
　
靴

　
　
　
、
．
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊃

　
し
ゆ
　
　
　
び
　
　
チ
　
わ
が
い

☆
鍬
、
∵
『

　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ッ
く

．
雛
．
ノ
難
騨

筆
り
凝
慧
ず
躍
蛤

　
異
…
剛
餅
霧
　
　
、
叛
r
ζ
－

　　　　認秘

　　　　　菊

多くあ方から読んでいただきたい松之山町史

17・4　ミュージカル「星と波と
馨
1，．、。肇美湾連合会結成，5

　　　　　周年記念大会

　8・29　湯山で温泉湧出

　8・31　町長選挙、村山政光氏5

　　　　　選を飾る
1　町議会議員（定数14名）

1　選挙は無投票

漁呈萎ll灘難

m．認轍蒲慧

　　　松之山駐在所竣工

10・23　東部地区へき地教育指導

　　　　者講座（25日まで〉

11・13　下布川地区コミュニティ

　　　　センター竣工、

12・15　上蝦池簡易水道竣工

下布川地区の拠点施設として11月に竣工した

　　　　　　　　　　　下布川地区コミュニティセンター
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い
。

　
以
上
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
か
た
が

た
、
町
の
二
つ
の
新
し
い
施
設
の
ネ

ー
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
々
様

の
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
年
頭
の
言
葉

に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

へ型

1ト鶏

！

斎
免

葦髄

、
．
》
▽

　
ρ

）
謎
＞

、

＼
＼ト

、

2・1　ゆきぐに森林組合発足

　　　町指定文化財として新た

　　　に16点指定

3・31　浦田中学校閉校

　　　松之山診療所竣工、翌日

　　　より診療を開始

4・7　新潟県議会議員選挙、村

　　　松二郎氏初当選

4・12　松之山温泉センター竣工

4・27　越後湯沢駅直通バス運行

　　　開始

5・3　成人式（七宝焼で自分の

　　　記念品を作る）

5・8　年金友の会設立総会

6・15　松之山町史出版記念式典

年

￥ろ㌧￥ろありき）杉

4月から診療を開始した新松之山診療所

　
　
　
　
4
＼
　
　
　
　
　
靴

　
　
　
、
．
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊃

　
し
ゆ
　
　
　
び
　
　
チ
　
わ
が
い

☆
鍬
、
∵
『

　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ッ
く

．
雛
．
ノ
難
騨

筆
り
凝
慧
ず
躍
蛤

　
異
…
剛
餅
霧
　
　
、
叛
r
ζ
－

　　　　認秘

　　　　　菊

多くあ方から読んでいただきたい松之山町史

17・4　ミュージカル「星と波と
馨
1，．、。肇美湾連合会結成，5

　　　　　周年記念大会

　8・29　湯山で温泉湧出

　8・31　町長選挙、村山政光氏5

　　　　　選を飾る
1　町議会議員（定数14名）

1　選挙は無投票

漁呈萎ll灘難

m．認轍蒲慧

　　　松之山駐在所竣工

10・23　東部地区へき地教育指導

　　　　者講座（25日まで〉

11・13　下布川地区コミュニティ

　　　　センター竣工、

12・15　上蝦池簡易水道竣工

下布川地区の拠点施設として11月に竣工した

　　　　　　　　　　　下布川地区コミュニティセンター
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5

民生委員・婦人会・老人クラプの代表が慰間品を持って
各施設を訪れました（ほくら園で）

　　平成3年度歳末慰間物資配布表
施　　　　設　　　　名 入所者数 モチ米 タオル しめ縄 慰　問　金

ほ　　　く　　ら　　園 13人 29㎏ 100本『 3本 39，000円

よ　ね　や　ま　の　里 1 24 30 3 3，000

上越五智老人ホーム 5 24 70 3 15，000

か　　な　　や　　の　　里 3 24 30 3 9，000

に　　　し　　き　　園 1 24 30 3 3，000

妻　　　　有　　　　荘 1 24 30 3 3，000

あ　　け　　ぼ　　の　　園 1 24 3 3，000

名　　　　立　　　　園 4 24 50 3 12，000

佐　　渡　　待　　鶴　　荘 1 24 3，000

胎内やすらぎの家 1 24 3，000

国立犀潟療養所 2 6，000

コロニーにいがた白岩の里 玉 24 3，000

松　之　山　診　療　所 40

町　内・3　保　育　所 60

在宅寝た　き　り老人 13 195 39，000

入院寝た　き　り老人 11 165

ヘ　　　　ノレ　　　パ　　　　ー 39

保　　　　健　　　　婦 20

合　　　　　　計 47 269 859 24 141，000

　
毎
年
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ

き
実
施
し
て
い
る
共
同
募
金
・
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
が
、
十
月
か
ら
十

二
月
に
か
け
て
行
わ
れ
、
大
変
た
く

さ
ん
の
お
金
や
品
物
を
寄
付
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
特
に
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
一

環
と
し
て
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
取

組
ん
で
い
ま
す
「
モ
チ
米
一
握
り
・

タ
オ
ル
一
本
運
動
」
は
長
い
歴
史
と

伝
統
が
あ
り
、
年
末
に
な
る
と
モ
チ

米
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

施
設
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
善
意
に
よ
っ
て
集
め
ら

れ
た
こ
れ
ら
の
お
金
や
品
物
は
、
大

雪
警
報
が
出
さ
れ
た
十
二
月
十
二
日

社
会
福
祉
協
議
会
・
婦
人
会
・
老
人

ク
ラ
ブ
・
民
生
委
員
の
代
表
の
手
に

よ
っ
て
各
施
設
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
行
は
松
之
山
町
出
身
の
入
所
者

に
あ
い
さ
つ
し
た
り
、
入
所
さ
れ
て

い
る
方
た
ち
と
も
気
軽
に
話
し
合
っ

て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
一
か
所
当
た
り
の
訪
問

時
間
が
短
か
っ
た
の
で
、
話
し
が
盛

り
上
が
っ
た
と
思
っ
た
ら
出
発
時
問

に
な
り
、
参
加
者
も
入
所
者
の
皆
さ

ん
も
残
念
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
施
設
の
な
か
に
は
こ
の
モ
チ
米
で

モ
チ
つ
き
大
会
を
行
い
、
正
月
を
迎

え
る
所
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
タ
オ
ル
は
町
外
の
施
設
の
ほ
か
に
、

町
内
の
寝
た
き
り
老
人
の
家
庭
や
診

療
所
な
ど
に
も
届
け
ら
れ
、
大
変
喜

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
内
訳
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
戸
別
共
同
募
金

　
　
　
　
　
八
O
万
九
、
四
〇
〇
円

〇
一
般
募
金
（
農
協
・
役
場
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
七
万
八
、
六
六
一
円

○
学
校
募
金
　
四
万
四
、
八
〇
四
円

▼
共
同
募
金
合
計

　
　
　
　
　
九
三
万
二
、
八
六
五
円

▼
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
二
〇
万
円

　
こ
の
ほ
か
、
上
川
手
の
撚
糸
工
場

さ
ん
よ
り
二
万
三
、
六
三
六
円
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一般会計

7，073万5千円追加

　　　総額34億2，184万7千円！

〉総務費

○広報印刷製本費増　　　　　　　　　　　　　400千円

○下布川地区コミュニティセンター防雪ネット工事費

　　　　　　　　　　　　　500千円
〉衛生費

○合併処理浄化槽設置整備事業費補助金　　　　700千円

○津南地域衛生施設組合負担金　　　　　　24，401千円

レ農林水産業費

○町農業祭味と香り作品集印刷製本費

○ふるさと生活体験交流館鉱泉導入工事費増

o林道天水島線（開設）　　　　　　　　　3，073千円

○林道野々海天水越線側溝修繕工事費　　　　1，022千円

〉商工費

○スキー場索道従事員賃金等増　　　　　　3，718千円

○スキー場除圧雪車修繕整備費　　　　　　　833千円

○スキー場駐車場除雪委託料　　　　　　　　1，100千円

1〉土木費

○松之山地区駐車場造成工事

○湯本兎口線改良工事（路床工）

○除雪機械修繕料

○県営道路負担金

〉災害復旧費

　　r　　I720千円1
491千円

　
十
二
月
定
例
議
会
が
十
二
月
二
十

四
日
・
二
十
五
日
の
二
日
間
開
催
さ

れ
、
一
般
会
計
及
び
三
つ
の
特
別
会

計
の
補
正
予
算
、
各
種
条
例
の
一
部

改
正
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
補
正
で
大
き
な
も
の

は
、
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
負
担

金
で
、
古
く
な
っ
た
ゴ
ミ
焼
却
場
の

建
て
替
え
負
担
金
で
す
。

　
今
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
．
コ
ミ
焼
却

場
は
建
築
後
二
十
年
が
経
過
し
、
焼

却
炉
の
内
部
は
ボ
ロ
ボ
ロ
で
、
増
え

続
け
る
ゴ
ミ
の
量
に
追
い
つ
け
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
建
て
替
え
ら
れ
た
新
焼
却
場
は
最

新
設
備
を
導
入
し
、
焼
却
効
率
が
大

幅
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
三
役

及
び
議
員
、
一
般
職
員
の
給
与
改
定

も
承
認
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
二
月
議
会
で
特
に
注
目
さ
れ
た

の
が
米
自
由
化
問
題
で
、
松
之
山
町

の
よ
う
な
米
単
作
地
帯
に
と
っ
て
は

今
後
の
農
家
経
営
を
左
右
す
る
大
き

な
問
題
で
す
。

　
今
議
会
に
は
「
米
市
場
開
放
阻
止

に
関
す
る
意
見
書
」
と
「
コ
メ
輸
入

自
由
化
反
対
に
関
す
る
決
議
」
の
請

願
書
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採

択
し
、
内
閣
総
理
大
臣
・
農
林
水
産

大
臣
・
各
政
党
代
表
な
ど
関
係
者
に

送
付
さ
れ
ま
し
た
。

i
O
廻
ー

1，543千円

1，290千円

7，000千円

1，300千円

○農業用施設災害復旧工事費（天水越水路）　4，975千円

ひ

’

米市場開放阻止に関する意見書（抜粋）
農産物輸出国の利益に偏った自由化だけを追求する

ものであれば、それは水田農業のみならず、わが国農

業全体に取り返しのつかない打撃をあたえるものであ

るとともに、国民食料の安定確保の道を閉ざすことに

なり、国民の命と健康をも危うくするものであり絶対

受け入れることはできない。

わが国は、国土保全や、食料安全保障等の農業の果

たす様々な役割を重視し、基礎的食料を自給する権利

がガットルールにおいて認められるべきであり、世界

最大の食料輸入国として最低限の食料自給を確保する

ことにより、長期にわたる国民生活の安定を図るとと

もに、地域経済や地域社会の維持を図るうえからも当

然の主張であると確信する。

よって、政府・国会は三度にわたる国会決議をふま

えて、市場開放は絶対行わないよう、地方自治法の規

定により意見書を提出いたします。
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却
場
の

建
て
替
え
負
担
金
で
す
。

　
今
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
．
コ
ミ
焼
却

場
は
建
築
後
二
十
年
が
経
過
し
、
焼

却
炉
の
内
部
は
ボ
ロ
ボ
ロ
で
、
増
え

続
け
る
ゴ
ミ
の
量
に
追
い
つ
け
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
建
て
替
え
ら
れ
た
新
焼
却
場
は
最

新
設
備
を
導
入
し
、
焼
却
効
率
が
大

幅
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
三
役

及
び
議
員
、
一
般
職
員
の
給
与
改
定

も
承
認
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
二
月
議
会
で
特
に
注
目
さ
れ
た

の
が
米
自
由
化
問
題
で
、
松
之
山
町

の
よ
う
な
米
単
作
地
帯
に
と
っ
て
は

今
後
の
農
家
経
営
を
左
右
す
る
大
き

な
問
題
で
す
。

　
今
議
会
に
は
「
米
市
場
開
放
阻
止

に
関
す
る
意
見
書
」
と
「
コ
メ
輸
入

自
由
化
反
対
に
関
す
る
決
議
」
の
請

願
書
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採

択
し
、
内
閣
総
理
大
臣
・
農
林
水
産

大
臣
・
各
政
党
代
表
な
ど
関
係
者
に

送
付
さ
れ
ま
し
た
。

i
O
廻
ー

1，543千円

1，290千円

7，000千円

1，300千円

○農業用施設災害復旧工事費（天水越水路）　4，975千円

ひ

’

米市場開放阻止に関する意見書（抜粋）
農産物輸出国の利益に偏った自由化だけを追求する

ものであれば、それは水田農業のみならず、わが国農

業全体に取り返しのつかない打撃をあたえるものであ

るとともに、国民食料の安定確保の道を閉ざすことに

なり、国民の命と健康をも危うくするものであり絶対

受け入れることはできない。

わが国は、国土保全や、食料安全保障等の農業の果

たす様々な役割を重視し、基礎的食料を自給する権利

がガットルールにおいて認められるべきであり、世界

最大の食料輸入国として最低限の食料自給を確保する

ことにより、長期にわたる国民生活の安定を図るとと

もに、地域経済や地域社会の維持を図るうえからも当

然の主張であると確信する。

よって、政府・国会は三度にわたる国会決議をふま

えて、市場開放は絶対行わないよう、地方自治法の規

定により意見書を提出いたします。
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「
松
之
山
町
の
将
来
を
考
え
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
倉
　
小
野
塚
富
夫

　
中
学
生
の
時
、
誓
い
の
言
葉
と
い

う
も
の
が
あ
り
そ
の
最
終
章
に
「
一

つ
、
我
々
は
日
本
国
を
明
る
い
豊
か

な
国
に
し
よ
う
」
と
い
う
一
節
が
あ

っ
た
。

　
確
か
に
我
々
が
し
た
訳
で
は
な
い

が
、
日
本
は
豊
か
な
国
に
な
っ
た
。

　
で
は
「
日
本
国
」
を
「
松
之
山
」

に
置
き
換
え
て
み
た
ら
ど
う
か
。

　
全
体
の
生
活
水
準
は
向
上
し
た
が
、

そ
れ
は
近
隣
の
町
村
と
同
じ
事
で
あ

る
か
ら
満
足
と
い
う
訳
で
は
な
く
、

ま
だ
ま
だ
課
題
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と

思
う
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
少
し
提
案
を
す

る
事
に
し
た
。

　
今
、
松
之
山
で
外
貨
を
稼
ぐ
に
は
、

直
接
現
金
を
も
っ
て
来
る
出
稼
ぎ
の

ほ
か
に
は
大
別
す
る
と
三
つ
あ
る
と

思
う
。

　
農
業
・
観
光
業
と
建
設
業
で
あ
る
。

　
建
設
業
と
い
う
の
は
、
国
・
県
の

公
共
投
資
が
ほ
と
ん
ど
で
、
と
て
も

地
場
産
業
と
は
言
い
難
い
が
、
就
労

人
口
や
収
入
源
か
ら
し
て
も
な
く
て

は
獅
ら
な
い
産
業
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
松
之
山
町
を
考
え
る

場
合
に
お
い
て
は
、
や
は
り
別
枠
に

す
べ
き
と
思
う
。

　
農
業
は
ど
う
か
。

　
米
作
中
心
の
現
状
で
は
米
価
の
凋

落
は
当
分
続
き
そ
う
な
の
で
、
他
に

活
路
を
開
く
事
が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
多
種
目
の
農
業
と
観
光

を
結
び
つ
け
た
観
光
農
業
を
提
案
し

た
い
。
■

　
今
年
湯
山
に
グ
リ
ー
ン
リ
ー
ス
事

業
が
着
工
さ
れ
た
が
、
大
い
に
期
待

し
た
い
。

　
先
日
テ
レ
ビ
で
、
入
広
瀬
村
だ
っ

た
ろ
う
か
観
光
稲
刈
り
の
ニ
ュ
ー
ス

が
流
れ
て
い
た
。

　
同
じ
様
な
も
の
で
あ
る
が
、
松
之

山
と
し
て
は
稲
作
ば
か
り
で
な
く
、

山
間
傾
斜
地
も
利
用
し
た
「
山
村
農

業
」
と
し
て
売
り
出
し
て
は
ど
う
か
。

　
畑
作
で
も
キ
ノ
コ
で
も
永
年
作
物

で
も
何
で
も
結
構
だ
と
思
う
。

　
耕
や
す
土
地
の
な
い
都
会
人
に
、

種
蒔
き
か
ら
管
理
・
収
穫
ま
で
全
部

や
っ
て
も
ら
い
、
地
元
で
少
し
だ
け

手
助
け
し
て
や
る
。

　
そ
し
て
で
き
れ
ば
家
付
き
に
す
る
。

　
今
、
藤
倉
に
は
空
家
を
購
入
し
て

別
荘
替
り
に
使
っ
て
い
る
方
が
一
軒

あ
る
が
、
結
構
こ
ま
め
に
車
が
止
ま

っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
こ
う
い
う
人
達
に
も
農
地
、
田
畑

を
使
っ
て
も
ら
え
る
法
が
な
い
も
の
か
。

　
農
地
付
き
の
別
荘
に
す
る
の
で
あ

る
。　

そ
し
て
現
在
あ
る
空
家
を
開
放
し

て
、
ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
。

　
次
に
観
光
と
い
う
と
温
泉
の
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
が
、
全
国
で
名
の
あ
る

観
光
地
は
温
泉
が
な
く
て
も
立
派
に

や
つ
て
い
る
。

「
．ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
る

㎜
　
平
成
四
年
は
申
年
で
す
。
サ
ル
は

ゆ

㎜
桃
太
郎
や
サ
ル
カ
ニ
合
戦
に
も
登
場

㎜
す
る
身
近
な
動
物
で
す
。

ハ

㎜
　
日
本
に
生
息
し
て
い
る
の
は
ニ
ホ

皿一
ン
ザ
ル
で
、
顔
と
お
し
り
の
赤
い
お

｝
㎜
な
じ
み
の
サ
ル
で
す
。

…
…
　
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
、
昔
か
ら
日
本
人
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今年は申年

　
そ
れ
は
メ
ー
ン
と
な
る
べ
き
も
の

が
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
自
然
の
造

景
美
で
あ
り
人
工
的
に
造
ら
れ
た
物

で
あ
る
。

、
松
之
山
に
も
そ
う
い
っ
た
も
の
が

あ
れ
ば
良
い
と
思
う
。

　
今
は
な
い
か
ら
、
日
本
一
・
世
界

一
で
も
よ
い
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
載

る
よ
う
な
も
の
を
作
れ
ば
よ
い
。

　
吊
り
橋
で
も
ス
ベ
リ
台
で
も
塔
で

も
、
何
か
し
ら
町
の
シ
ン
ボ
ル
、
観

光
の
目
玉
と
な
り
柱
と
な
る
べ
き
も

に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
昔
話
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
古
事

記
や
日
本
書
紀
に
も
登
場
し
、
道
案

　
　
　
　
さ
る
た
ひ
　
あ
あ
こ
と

内
を
す
る
猿
田
彦
命
は
サ
ル
で
あ
る

と
も
い
わ
れ
、
い
ま
で
は
道
祖
神
と

し
て
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
と
わ
ざ
に
も
サ
ル
に
ま
つ
わ
る

の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
大
々
的
に
売

り
込
め
ば
よ
い
。

　
要
は
人
を
た
く
さ
ん
寄
せ
て
外
貨

を
稼
ぐ
事
で
あ
る
。

　
夏
山
登
山
で
北
ア
ル
プ
ス
に
は
何

十
万
人
行
っ
た
と
か
、
東
京
ド
ー
ム

に
は
何
万
人
観
客
が
入
っ
た
と
か
、

大
き
い
事
は
い
い
事
な
の
で
あ
る
。

　
夢
は
大
き
く
持
っ
た
方
が
い
い
。

　
以
上
、
か
な
り
抽
象
的
な
部
分
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
募
集
に
あ

た
っ
て
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

も
の
が
多
数
あ
り
、
だ
れ
で
も
知
っ
㎜

て
い
る
の
は
「
サ
ル
も
木
か
ら
落
ち
㎜

る
」
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
最
近
、
野
生
の
ニ
ホ
ン
㎜

ザ
ル
を
見
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
㎜

　
　
　
　
　
　
え

た
。
観
光
用
に
餌
づ
け
し
た
サ
ル
が
㎜

人
前
に
現
れ
た
り
、
開
発
で
山
の
エ
㎜

サ
が
な
く
な
っ
た
た
め
に
里
に
出
て
、
㎜

ド
ラ
イ
バ
ー
に
エ
サ
を
ね
だ
っ
た
り
㎜

と
い
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
皿

る
よ
う
で
す
。

　
サ
ル
を
間
近
に
見
ら
れ
る
の
は
楽
㎜

し
い
の
で
す
が
、
や
は
り
野
生
動
物
㎜

と
人
間
は
適
当
な
距
離
を
置
い
て
共

存
す
る
の
が
自
然
で
は
な
い
で
し
ょ
｝

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
サ
ル
年
を
機
に
、
こ
ん
な
こ
と
も

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
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人

㎜…　一　9

今年は申年

　
そ
れ
は
メ
ー
ン
と
な
る
べ
き
も
の

が
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
自
然
の
造

景
美
で
あ
り
人
工
的
に
造
ら
れ
た
物

で
あ
る
。

、
松
之
山
に
も
そ
う
い
っ
た
も
の
が

あ
れ
ば
良
い
と
思
う
。

　
今
は
な
い
か
ら
、
日
本
一
・
世
界

一
で
も
よ
い
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
載

る
よ
う
な
も
の
を
作
れ
ば
よ
い
。

　
吊
り
橋
で
も
ス
ベ
リ
台
で
も
塔
で

も
、
何
か
し
ら
町
の
シ
ン
ボ
ル
、
観

光
の
目
玉
と
な
り
柱
と
な
る
べ
き
も

に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
昔
話
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
古
事

記
や
日
本
書
紀
に
も
登
場
し
、
道
案

　
　
　
　
さ
る
た
ひ
　
あ
あ
こ
と

内
を
す
る
猿
田
彦
命
は
サ
ル
で
あ
る

と
も
い
わ
れ
、
い
ま
で
は
道
祖
神
と

し
て
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
と
わ
ざ
に
も
サ
ル
に
ま
つ
わ
る

の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
大
々
的
に
売

り
込
め
ば
よ
い
。

　
要
は
人
を
た
く
さ
ん
寄
せ
て
外
貨

を
稼
ぐ
事
で
あ
る
。

　
夏
山
登
山
で
北
ア
ル
プ
ス
に
は
何

十
万
人
行
っ
た
と
か
、
東
京
ド
ー
ム

に
は
何
万
人
観
客
が
入
っ
た
と
か
、

大
き
い
事
は
い
い
事
な
の
で
あ
る
。

　
夢
は
大
き
く
持
っ
た
方
が
い
い
。

　
以
上
、
か
な
り
抽
象
的
な
部
分
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
募
集
に
あ

た
っ
て
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

も
の
が
多
数
あ
り
、
だ
れ
で
も
知
っ
㎜

て
い
る
の
は
「
サ
ル
も
木
か
ら
落
ち
㎜

る
」
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
最
近
、
野
生
の
ニ
ホ
ン
㎜

ザ
ル
を
見
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
㎜

　
　
　
　
　
　
え

た
。
観
光
用
に
餌
づ
け
し
た
サ
ル
が
㎜

人
前
に
現
れ
た
り
、
開
発
で
山
の
エ
㎜

サ
が
な
く
な
っ
た
た
め
に
里
に
出
て
、
㎜

ド
ラ
イ
バ
ー
に
エ
サ
を
ね
だ
っ
た
り
㎜

と
い
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
皿

る
よ
う
で
す
。

　
サ
ル
を
間
近
に
見
ら
れ
る
の
は
楽
㎜

し
い
の
で
す
が
、
や
は
り
野
生
動
物
㎜

と
人
間
は
適
当
な
距
離
を
置
い
て
共

存
す
る
の
が
自
然
で
は
な
い
で
し
ょ
｝

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
サ
ル
年
を
機
に
、
こ
ん
な
こ
と
も

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
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輝
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し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
巾
し
上
げ
ま
す
ρ

　旧

年
中
は
学
校
運
懲
に
格
段
の
こ
脇
・
刀
を
賜
わ
り
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
頭
に
当
り
、
職
員
一
同
ご
十
｝
世
紀
に
．
生
き
る
子
供
の

育
成
の
た
め
騎
二
，
募
力
ず
る
所
伊
で
ご
ざ
い
ま
一
す
。

　本

隼
も
よ
ろ
し
く
ご
支
援
、
・
ご
指
導
の
程
お
．
願
い
申
し
上

け
ま
す
。
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熱
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あそんでいるとこ

あいざわたつやくん
　（小谷　益田や）

㎝螺

おにいちゃんとボール

なげしてるの

たきざわゆりさん
　（観音寺　丸屋）

徽

8

丑聾
、鍵凝

しゃしんとってるの

やまぎしまりこさん
（松之山　町営住宅）

禦◎

きれいな木

むらやまかずやくん
　（坪野　がに沢）

ち
・
儲
「
る

〆

きれいな木

なかじまちはるくん

　　（水梨松本）
《〆礎

θ ご

あそんでいるとこ

なかじまふみさん
　（水梨　土橋）

、

騨弊

菱
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藷
霧
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あいだるみさん
（松之山　あいだ）

卓＼㌧
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はやかわゆうすけくん
　（松之山　町営住宅）

悔
，

睡

つ
ど
む

　ガ　か
毒撫爆　博
篠燐丁・

きれいな木

わたなべつとむくん
　（東山　親家）

◎メ＠

　　　　　　ノ

　　　　　／

繍
おしことしてるの

あいざわえみさん
（松之山　尾張屋）

一

’し

ぽくの絵．

わたしの絵．

　　松之山保育所
ヤ慧

　　　　りす組
幽

な翫1

も

劉環脚
『

嚇
灘
幌

轡
撫
響
刀
嘗

みんなでチューリップの

花をみてるの

むらやまあすみさん
　（観音寺　金田屋）
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1
苺
ト
ー

わたしとゆきといっしょに

　　　　　　　　　チューリップをみてるの

、
、
う
ざ
寸

膚●

書
亀
巽
ノ

きれいな木みみかざりさがしてるの

　　、噸嘲■ゆレ〆

むらやままきさん
（松之山　くぜん）

しがこうすけくん
（松之山　ますや）

　　　“・＝

わくいあやかさん
（松之山　わくい）

保育所入所申し込み

　
松
之
山
・
松
里
・
浦
田
の
各
保
育

所
で
は
、
平
成
四
年
度
の
入
所
園
児

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
三
歳
児
以
上
の
皆
さ
ん
に
は
案
内

書
を
さ
し
あ
げ
ま
す
が
、
未
満
児
の

方
に
つ
い
て
は
特
別
な
案
内
は
出
し

ま
せ
ん
の
で
、
入
所
を
希
望
さ
れ
る

方
は
一
月
二
十
日
ま
で
に
各
保
育
所
、

ま
た
は
役
場
の
福
祉
係
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
入
所
決
定
通
知
は
、
三
月
初
め
に

各
家
庭
に
届
け
ま
す
。

▼
各
保
育
所
定
員

　
松
之
山
保
育
所
　
　
四
十
五
人

　
松
里
保
育
所
　
四
十
五
人

r慨甲

｝

7

4．8

　
“
〆

　
　
　
倒

、
塗

、
姻
・

ア，

駕
急
配
　
＼
　
象
、

　
浦
田
保
育
所
　
三
十
五
人

▼
入
所
基
準

○
保
護
者
が
労
働
に
従
事
し
、
幼
児

　
の
保
育
に
欠
け
る
場
合
。

○
保
護
者
が
疾
病
等
の
た
め
、
乳
幼

　
児
の
保
育
に
欠
け
る
場
合
。

○
そ
の
他
、
町
長
が
必
要
と
認
め
る

　
場
合
。

▼
保
育
料

　
国
の
基
準
に
も
と
づ
い
た
町
の
基

　
準
額
表
に
よ
る
。
世
帯
の
扶
養
義

　
務
者
（
父
母
）
の
課
税
額
に
よ
っ

　
て
決
ま
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
福
祉
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

’

鍛
．
、
　
謹

冬』．外蕪羅蕊

42

一。r■1

頓

　
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
九
日

ま
で
、
松
之
山
・
葛
飾
子
供
交
歓
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
町
内
の
五
年
生
三
十
名

全
員
と
、
葛
飾
区
内
の
四
年
生
か
ら

六
年
生
七
十
五
名
で
し
た
。

　
こ
の
交
歓
会
に
参
加
し
た
い
と
い

う
葛
飾
区
の
児
童
は
多
く
、
毎
年
抽

選
で
参
加
者
を
決
め
て
い
る
そ
う
で

す
。　

二
十
六
日
の
夕
方
、
浦
田
小
学
校

へ
到
着
し
た
葛
飾
区
の
皆
さ
ん
は
、

出
迎
え
て
く
れ
た
浦
田
地
区
の
民
泊

先
の
方
々
に
あ
い
さ
つ
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
民
泊
先
へ
向
い
ま
し
た
。

　
二
十
七
日
は
浦
田
小
学
校
に
集
合

し
、
午
前
九
時
よ
り
開
校
式
を
行
い

ま
し
た
。

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
で
は
、
松
之
山

町
か
ら
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
、
葛
飾
区
か

ら
は
毛
糸
の
帽
子
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
開
校
式
が
終
る
と
グ
ラ
ン
ド
に
出

て
、
雪
上
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や
雪

像
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
ビ
シ
ョ
ビ
シ
ョ
に
な

っ
て
も
元
気
良
く
走
り
ま
わ
り
、
時

間
に
な
っ
て
も
な
か
な
か
体
育
館
に

入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
モ
チ
つ
き
に
は
村
山
町
長
が
飛
び

入
り
で
参
加
し
、
子
供
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
モ
チ
を
食
べ
ま
し
た
。

　
午
後
は
ワ
ラ
ゾ
ウ
リ
づ
く
り
で
、

初
め
て
作
る
と
い
う
子
供
が
多
く
、

指
導
に
あ
た
っ
た
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
は
、
汗
を
流
し
な
が
ら
一
つ
一

つ
丁
寧
に
教
え
て
い
ま
し
た
。

　
出
来
た
ワ
ラ
ゾ
ウ
リ
を
見
せ
あ
っ

た
り
、
履
い
て
み
た
り
と
に
ぎ
や
か

な
一
日
で
し
た
。

　
二
十
八
日
は
午
前
中
雪
上
レ
タ
を

行
い
、
午
後
は
大
厳
寺
高
原
で
ス
キ

ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
葛
飾
の
子
供
た
ち
は
松
之
山
の
子

供
た
ち
か
ら
ス
キ
ー
の
指
導
を
受
け
、

ゆ
る
や
か
な
斜
面
を
夢
中
に
滑
っ
て

い
ま
し
た
。

　
今
回
参
加
し
た
町
内
の
五
年
生
は
、

今
年
の
修
学
旅
行
で
葛
飾
区
を
訪
問

し
、
友
達
の
輪
を
広
げ
て
く
る
予
定

で
す
。

班全員で力をあわせて雪像をつくりました

　
一
驚

鶴
、 鞍論講灘秘鋸懸・，

四苦八苦しながらもりっばなワラゾウリができました村山町長も飛ぴ入りでモチつきに

参加しました

‘3
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（松之山　くぜん）

しがこうすけくん
（松之山　ますや）

　　　“・＝

わくいあやかさん
（松之山　わくい）

保育所入所申し込み

　
松
之
山
・
松
里
・
浦
田
の
各
保
育

所
で
は
、
平
成
四
年
度
の
入
所
園
児

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
三
歳
児
以
上
の
皆
さ
ん
に
は
案
内

書
を
さ
し
あ
げ
ま
す
が
、
未
満
児
の

方
に
つ
い
て
は
特
別
な
案
内
は
出
し

ま
せ
ん
の
で
、
入
所
を
希
望
さ
れ
る

方
は
一
月
二
十
日
ま
で
に
各
保
育
所
、

ま
た
は
役
場
の
福
祉
係
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
入
所
決
定
通
知
は
、
三
月
初
め
に

各
家
庭
に
届
け
ま
す
。

▼
各
保
育
所
定
員

　
松
之
山
保
育
所
　
　
四
十
五
人

　
松
里
保
育
所
　
四
十
五
人
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駕
急
配
　
＼
　
象
、

　
浦
田
保
育
所
　
三
十
五
人

▼
入
所
基
準

○
保
護
者
が
労
働
に
従
事
し
、
幼
児

　
の
保
育
に
欠
け
る
場
合
。

○
保
護
者
が
疾
病
等
の
た
め
、
乳
幼

　
児
の
保
育
に
欠
け
る
場
合
。

○
そ
の
他
、
町
長
が
必
要
と
認
め
る

　
場
合
。

▼
保
育
料

　
国
の
基
準
に
も
と
づ
い
た
町
の
基

　
準
額
表
に
よ
る
。
世
帯
の
扶
養
義

　
務
者
（
父
母
）
の
課
税
額
に
よ
っ

　
て
決
ま
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
福
祉
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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十
二
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
九
日

ま
で
、
松
之
山
・
葛
飾
子
供
交
歓
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
町
内
の
五
年
生
三
十
名

全
員
と
、
葛
飾
区
内
の
四
年
生
か
ら

六
年
生
七
十
五
名
で
し
た
。

　
こ
の
交
歓
会
に
参
加
し
た
い
と
い

う
葛
飾
区
の
児
童
は
多
く
、
毎
年
抽

選
で
参
加
者
を
決
め
て
い
る
そ
う
で

す
。　

二
十
六
日
の
夕
方
、
浦
田
小
学
校

へ
到
着
し
た
葛
飾
区
の
皆
さ
ん
は
、

出
迎
え
て
く
れ
た
浦
田
地
区
の
民
泊

先
の
方
々
に
あ
い
さ
つ
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
民
泊
先
へ
向
い
ま
し
た
。

　
二
十
七
日
は
浦
田
小
学
校
に
集
合

し
、
午
前
九
時
よ
り
開
校
式
を
行
い

ま
し
た
。

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
で
は
、
松
之
山

町
か
ら
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
、
葛
飾
区
か

ら
は
毛
糸
の
帽
子
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
開
校
式
が
終
る
と
グ
ラ
ン
ド
に
出

て
、
雪
上
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や
雪

像
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
ビ
シ
ョ
ビ
シ
ョ
に
な

っ
て
も
元
気
良
く
走
り
ま
わ
り
、
時

間
に
な
っ
て
も
な
か
な
か
体
育
館
に

入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
モ
チ
つ
き
に
は
村
山
町
長
が
飛
び

入
り
で
参
加
し
、
子
供
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
モ
チ
を
食
べ
ま
し
た
。

　
午
後
は
ワ
ラ
ゾ
ウ
リ
づ
く
り
で
、

初
め
て
作
る
と
い
う
子
供
が
多
く
、

指
導
に
あ
た
っ
た
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
は
、
汗
を
流
し
な
が
ら
一
つ
一

つ
丁
寧
に
教
え
て
い
ま
し
た
。

　
出
来
た
ワ
ラ
ゾ
ウ
リ
を
見
せ
あ
っ

た
り
、
履
い
て
み
た
り
と
に
ぎ
や
か

な
一
日
で
し
た
。

　
二
十
八
日
は
午
前
中
雪
上
レ
タ
を

行
い
、
午
後
は
大
厳
寺
高
原
で
ス
キ

ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
葛
飾
の
子
供
た
ち
は
松
之
山
の
子

供
た
ち
か
ら
ス
キ
ー
の
指
導
を
受
け
、

ゆ
る
や
か
な
斜
面
を
夢
中
に
滑
っ
て

い
ま
し
た
。

　
今
回
参
加
し
た
町
内
の
五
年
生
は
、

今
年
の
修
学
旅
行
で
葛
飾
区
を
訪
問

し
、
友
達
の
輪
を
広
げ
て
く
る
予
定

で
す
。

班全員で力をあわせて雪像をつくりました

　
一
驚

鶴
、 鞍論講灘秘鋸懸・，

四苦八苦しながらもりっばなワラゾウリができました村山町長も飛ぴ入りでモチつきに

参加しました
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4
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交
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十
二
月
二
十
八
日
か
ら
一
月
三
日

ま
で
、
日
本
の
正
月
を
体
験
す
る
年

越
し
国
際
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
台
湾
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
ザ
ン
ビ
ア
な

ど
か
ら
の
留
学
生
や
就
労
者
八
名
が

来
町
し
、
松
口
の
青
年
の
家
や
四
軒

の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
に
ぎ
や
か

な
正
月
を
過
し
ま
し
た
。

　
二
十
八
日
に
は
、
松
口
の
青
年
の

家
で
モ
チ
つ
き
と
歓
迎
会
が
行
わ
れ
、

地
元
の
青
年
た
ち
と
夜
遅
く
ま
で
歓

談
し
て
い
ま
し
た
。

　
二
十
九
日
か
ら
は
ス
キ
ー
場
で
ス

キ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
初
心
者
な
の
で
緩
斜
面
で

も
転
ん
で
ば
か
り
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
二
日
目
に
な
る
と
頂
上

か
ら
上
手
に
滑
り
降
り
て
来
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
先
で
は
、
お
せ
ち

料
理
が
気
に
い
っ
た
ら
し
く
喜
ん
で

食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
、
心
の
通
う
国
際
交

流
の
輪
が
広
が
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

1
，
．

、、風，』《4剛7　　　　噸

鹸魏勲〆鑑△、鑑朔
　スキー場で地元の青年の方たちと

　　　　　　　　　　　スキーを楽しみました

‘4

1・さな子供たちはリーダーやおじいさんから

しめ縄の作り方を習いました

2
山
留
短
期
生
が
少
雪
の
雪
国
体
験

　
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
ま

で
、
山
留
短
期
生
二
十
六
名
が
松
之

山
の
冬
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
上
越
新
幹
線
や
バ
ス
の
中
で
、
指

導
者
か
ら
松
之
山
の
豪
雪
の
様
子
を

聞
い
て
い
た
子
供
た
ち
は
、
予
想
よ

り
も
少
雪
な
の
に
少
し
が
っ
か
り
し

て
い
ま
し
た
。

　
山
留
セ
ン
タ
ー
に
着
く
と
す
ぐ
に

開
村
式
が
始
ま
り
、
五
日
間
自
分
が

使
用
す
る
箸
を
作
り
ま
し
た
。

　
夜
は
山
留
セ
ン
タ
ー
と
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
別
れ
て
泊
ま
り
ま
し
た
が
、

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
は
イ
ロ
リ
の
火
を

焚
い
て
暖
を
と
り
ま
し
た
。

　
二
十
七
日
は
大
厳
寺
高
原
で
ス
キ

ー
や
ソ
リ
を
楽
し
み
、
夕
方
山
留
セ

ン
タ
ー
か
ら
浦
田
地
区
の
九
軒
の
民

泊
先
へ
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。

　
二
十
八
日
は
浦
田
克
雪
セ
ン
タ
ー

に
集
合
し
、
正
月
に
飾
る
お
供
え
モ

チ
と
し
め
縄
を
作
り
ま
し
た
。

　
お
供
え
モ
チ
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
、

丸
く
で
き
た
の
は
半
分
位
で
し
た
。

　
し
め
縄
づ
く
り
に
は
地
元
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
、
最
初

は
見
様
見
ま
ね
で
作
っ
て
い
た
子
供

た
ち
も
二
・
三
本
作
る
と
覚
え
て
、

工
夫
を
こ
ら
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
し

め
縄
を
作
る
子
供
も
い
ま
し
た
。

　
二
十
九
日
は
一
番
楽
し
み
に
し
て

い
た
兎
追
い
が
悪
天
候
で
中
止
と
な

り
、
ス
キ
ー
場
や
温
泉
に
行
く
班
な

ど
自
由
行
動
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
短
期
生
た
ち
と
は
別

に
、
同
期
間
を
利
用
し
た
松
之
山
ス

キ
ー
班
一
〇
三
名
の
方
た
ち
が
来
町

し
、
大
厳
寺
高
原
な
ど
で
ス
キ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

3
上
蝦
池
簡
易
水
道
竣
工

　
十
二
月
十
五
日
、
上
蝦
池
簡
易
水

道
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
十
一
時
村
山
町
長
が
バ
ル
ブ

を
開
け
る
と
、
消
火
栓
に
接
続
さ
れ

た
ホ
ー
ス
か
ら
水
が
勢
い
良
く
飛
び

出
し
ま
し
た
。

　
見
守
っ
て
い
た
集
落
の
人
た
ち
は

水
が
出
る
の
と
同
時
に
拍
手
を
し
、

念
願
だ
っ
た
簡
易
水
道
の
完
成
を
心

か
ら
喜
び
ま
し
た
。

4
大
厳
寺
高
原
で
ス
キ
ー

一
一一ノγ

　
祝
賀
会
は
集
会
所
で
行
わ
れ
、
二

階
の
大
広
間
に
入
り
き
れ
な
い
人
た

ち
は
、
一
階
の
広
問
や
廊
下
に
ま
で

席
を
作
り
竣
工
を
祝
い
ま
し
た
。

　
上
蝦
池
簡
易
水
道
の
完
成
に
よ
っ

て
、
町
内
の
水
道
普
及
率
が
よ
う
や

く
七
割
に
達
し
ま
し
た
。

ば一どが一でん前の斜面が

　　　　　　　　　　　ゲレンデです

　
地
球
の
温
暖
化
現
象
が
豪
雪
地
帯

ま
で
及
ん
だ
の
か
年
末
も
小
雪
で
、

冬
休
み
を
利
用
し
た
ス
キ
ー
合
宿
の

皆
さ
ん
は
大
厳
寺
高
原
で
ス
キ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
旧
キ
ャ
ン
プ
場
奥
の
斜
面
や
、
ば

ー
ど
が
ー
で
ん
前
の
斜
面
が
ゲ
レ
ン

デ
に
な
り
、
華
や
か
な
ス
キ
ー
ウ
ェ

ア
ー
の
女
子
高
生
や
子
供
た
ち
の
歓

声
が
山
々
に
響
き
ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
場
の
よ
う
な
リ
フ
ト
や
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自

然
を
う
ま
く
利
用
し
た
大
厳
寺
高
原

の
ス
キ
ー
は
、
合
宿
に
参
加
さ
れ
た

人
た
ち
に
好
評
で
し
た
。

5
東
川
ト
ン
ネ
ル
安
全
祈
願
祭

　
十
二
月
十
二
日
、
東
川
ト
ン
ネ
ル

の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
予
定
は
来

年
度
で
、
完
成
す
る
と
全
長
二
二
五

m
、
幅
九
・
三
m
に
な
る
そ
う
で
す
。

　
工
事
は
一
日
二
交
替
で
行
わ
れ
、

土
質
が
良
け
れ
ば
一
か
月
平
均
三
十

m
位
掘
り
進
む
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
旧
東
川
出
張
診
療
所
内
に

現
場
作
業
所
が
設
置
さ
れ
、
ト
ン
ネ

ル
が
一
日
も
早
く
貫
通
す
る
よ
う
日

夜
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

勢い良く飛ぴ出した水に拍手が送られました工事の安全を祈願する安中東川トンネル作業所長
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は
一
番
楽
し
み
に
し
て

い
た
兎
追
い
が
悪
天
候
で
中
止
と
な

り
、
ス
キ
ー
場
や
温
泉
に
行
く
班
な

ど
自
由
行
動
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
短
期
生
た
ち
と
は
別

に
、
同
期
間
を
利
用
し
た
松
之
山
ス

キ
ー
班
一
〇
三
名
の
方
た
ち
が
来
町

し
、
大
厳
寺
高
原
な
ど
で
ス
キ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

3
上
蝦
池
簡
易
水
道
竣
工

　
十
二
月
十
五
日
、
上
蝦
池
簡
易
水

道
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
十
一
時
村
山
町
長
が
バ
ル
ブ

を
開
け
る
と
、
消
火
栓
に
接
続
さ
れ

た
ホ
ー
ス
か
ら
水
が
勢
い
良
く
飛
び

出
し
ま
し
た
。

　
見
守
っ
て
い
た
集
落
の
人
た
ち
は

水
が
出
る
の
と
同
時
に
拍
手
を
し
、

念
願
だ
っ
た
簡
易
水
道
の
完
成
を
心

か
ら
喜
び
ま
し
た
。

4
大
厳
寺
高
原
で
ス
キ
ー

一
一一ノγ

　
祝
賀
会
は
集
会
所
で
行
わ
れ
、
二

階
の
大
広
間
に
入
り
き
れ
な
い
人
た

ち
は
、
一
階
の
広
問
や
廊
下
に
ま
で

席
を
作
り
竣
工
を
祝
い
ま
し
た
。

　
上
蝦
池
簡
易
水
道
の
完
成
に
よ
っ

て
、
町
内
の
水
道
普
及
率
が
よ
う
や

く
七
割
に
達
し
ま
し
た
。

ば一どが一でん前の斜面が

　　　　　　　　　　　ゲレンデです

　
地
球
の
温
暖
化
現
象
が
豪
雪
地
帯

ま
で
及
ん
だ
の
か
年
末
も
小
雪
で
、

冬
休
み
を
利
用
し
た
ス
キ
ー
合
宿
の

皆
さ
ん
は
大
厳
寺
高
原
で
ス
キ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
旧
キ
ャ
ン
プ
場
奥
の
斜
面
や
、
ば

ー
ど
が
ー
で
ん
前
の
斜
面
が
ゲ
レ
ン

デ
に
な
り
、
華
や
か
な
ス
キ
ー
ウ
ェ

ア
ー
の
女
子
高
生
や
子
供
た
ち
の
歓

声
が
山
々
に
響
き
ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
場
の
よ
う
な
リ
フ
ト
や
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自

然
を
う
ま
く
利
用
し
た
大
厳
寺
高
原

の
ス
キ
ー
は
、
合
宿
に
参
加
さ
れ
た

人
た
ち
に
好
評
で
し
た
。

5
東
川
ト
ン
ネ
ル
安
全
祈
願
祭

　
十
二
月
十
二
日
、
東
川
ト
ン
ネ
ル

の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
予
定
は
来

年
度
で
、
完
成
す
る
と
全
長
二
二
五

m
、
幅
九
・
三
m
に
な
る
そ
う
で
す
。

　
工
事
は
一
日
二
交
替
で
行
わ
れ
、

土
質
が
良
け
れ
ば
一
か
月
平
均
三
十

m
位
掘
り
進
む
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
旧
東
川
出
張
診
療
所
内
に

現
場
作
業
所
が
設
置
さ
れ
、
ト
ン
ネ

ル
が
一
日
も
早
く
貫
通
す
る
よ
う
日

夜
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

勢い良く飛ぴ出した水に拍手が送られました工事の安全を祈願する安中東川トンネル作業所長
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集
落
探
訪

歴
史
と
地
名

　
町
の
西
部
、
渋
海
川
中
流
右
岸
に

位
置
す
る
。

　
旧
浦
田
村
の
中
心
地
だ
っ
た
の
で
、

公
共
施
設
が
多
数
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
江
戸
時
代
は
東
浦
田
村
に
属
し
、

上
之
山
の
墓
地
に
は
寛
永
十
二
（
一

六
三
五
）
年
と
刻
銘
さ
れ
た
家
型
墓

塔
が
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
上
之
山
地
域
は

古
く
か
ら
開
発
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
八
月
、

浦
田
小
学
校
が
現
在
地
に
新
築
さ
れ
、

児
童
数
の
増
加
に
あ
わ
せ
て
何
回
か

増
改
築
が
行
わ
れ
た
。

　
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
、
浦
田

村
は
昭
和
天
皇
の
御
大
典
記
念
と
し

て
、
郡
内
初
の
サ
イ
レ
ン
（
四
馬
力
）

を
上
之
山
の
招
魂
社
前
に
架
設
し
た
。

　
昭
和
五
十
五
年
三
月
浦
田
支
所
が

廃
止
さ
れ
、
同
年
四
月
に
は
常
設
の

浦
田
保
育
所
が
開
園
し
た
。

　
ま
た
、
農
協
浦
田
支
所
・
克
雪
セ

ン
タ
ー
・
駐
在
所
・
郵
便
局
な
ど
の

主
要
施
設
が
あ
る
。

浦
田
小
学
校

　
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
四
月
五

日
、
大
厳
寺
を
借
り
て
浦
田
小
学
校

が
開
校
し
た
。
・

　
し
か
し
、
小
学
校
へ
の
入
学
者
は

就
学
の
奨
励
に
も
か
か
わ
ら
ず
少
な

く
、
特
に
女
子
の
入
学
は
少
な
か
っ

た
。　

そ
の
後
、
教
育
制
度
が
整
備
さ
れ

る
に
し
た
が
い
就
学
児
童
が
増
加
し
、

明
治
十
七
年
八
月
現
在
地
に
校
舎
が

新
築
さ
れ
た
。

　
明
治
三
十
二
年
六
月
に
は
高
等
小

学
校
が
併
設
さ
れ
、
か
な
り
レ
ベ
ル

の
高
い
普
通
教
育
が
行
わ
れ
た
。

　
太
平
洋
戦
争
中
の
昭
和
十
八
年
九

月
三
十
日
、
郡
内
初
の
プ
ー
ル
（
遊

泳
池
）
が
校
舎
裏
に
完
成
し
た
。

　
石
積
み
の
枠
で
渋
海
川
の
水
を
利

用
し
た
が
、
今
日
の
プ
ー
ル
と
は
お

よ
そ
掛
け
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
昭
和
二
十

年
六
月
八
日
浦
田
国
民
学
校
に
海
洋

少
年
隊
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
の
校
舎
は
昭
和
四
十
七
年
三

月
に
竣
工
し
、
翌
四
十
八
年
四
月
に

は
中
立
山
分
校
が
本
校
に
統
合
さ
れ

た
。　

最
盛
期
に
は
五
〇
〇
名
を
超
え
て

い
た
児
童
も
、
過
疎
化
の
進
行
に
よ

り
現
在
は
四
十
一
名
ま
で
激
減
し
て

い
る
。

　
そ
の
な
か
で
、
昭
和
六
十
二
年
よ

り
始
め
た
山
村
留
学
生
の
受
入
れ
は
、

学
校
の
み
な
ら
ず
地
区
の
活
性
化
に

役
立
っ
て
い
る
。

浦
田
郵
便
局

　
明
治
七
年
十
二
月
十
日
、
藤
原
の

邨
山
伴
次
郎
宅
（
現
邨
山
正
堅
宅
）

に
郵
便
取
扱
所
が
開
設
さ
れ
た
が
、

同
三
十
四
年
二
月
松
代
町
室
野
に
郵

便
局
が
移
さ
れ
た
。

　
大
正
十
年
十
月
、
上
之
山
の
佐
藤

徳
二
郎
宅
に
浦
田
郵
便
局
が
再
開
局

し
、
同
十
四
年
五
月
現
在
地
近
く
に

局
舎
が
移
転
し
た
。

、
現
在
の
局
舎
は
昭
和
四
十
三
年
十

一
月
に
完
成
し
た
も
の
で
、
浦
田
地

区
及
び
黒
倉
を
管
轄
し
て
い
る
。

．
浦
田
駐
在
所

校舎は変わっても浦田地区の人々の心の寄り所になっている浦田小学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西之前側から撮影）

　
明
治
三
十
五
年
以
前
は
室
野
駐
在

所
の
受
持
ち
で
あ
っ
た
が
、
同
年
十

一
月
、
現
在
の
浦
田
克
雪
セ
ン
タ
ー

近
く
に
浦
田
駐
在
所
が
設
置
さ
れ
た
。

　
昭
和
三
十
二
年
四
月
か
ら
三
十
八

年
七
月
ま
で
欠
員
と
な
り
、
こ
の
問

室
野
駐
在
所
の
管
轄
と
な
っ
て
い
た
。

　
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
、
駐
在
所

は
道
路
改
良
の
た
め
現
在
地
に
新
築

移
転
さ
れ
た
。

浦
田
保
育
所

　
昭
和
三
十
六
年
、
大
厳
寺
に
浦
田

季
節
保
育
所
が
設
置
さ
れ
た
。

　
季
節
保
育
所
は
春
・
秋
の
農
繁
期

に
開
設
さ
れ
、
昭
和
四
十
三
年
ま
で

続
い
た
。

　
昭
和
四
十
四
年
か
ら
は
へ
き
地
保

育
所
と
な
り
、
四
月
か
ら
十
二
月
ま

で
開
設
さ
れ
て
い
た
。

　
昭
和
五
十
年
代
に
入
る
と
常
設
保

育
所
を
望
む
声
が
多
く
な
り
、
昭
和

五
十
五
年
四
月
浦
田
常
設
保
育
所
が

現
在
地
に
竣
工
・
開
園
し
た
。

　
寒
い
冬
を
迎
え
て
も
、
十
六
名
の

園
児
た
ち
は
毎
日
元
気
良
く
保
育
所

へ
通
つ
て
い
る
。

　
農
業
協
同
組
合
法
が
昭
和
二
十
二

年
十
二
月
十
五
日
か
ら
施
行
さ
れ
、

そ
れ
を
受
け
て
同
二
十
三
年
三
月
十

八
日
浦
田
農
業
協
同
組
合
が
設
立
さ

れ
た
。

　
設
立
当
初
の
正
組
合
員
は
五
〇
〇

名
を
超
え
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
年

代
以
降
、
過
疎
化
の
進
行
と
減
反
政

策
で
組
合
員
が
減
少
し
、
零
細
農
協

で
は
経
営
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て

き
た
。

　
昭
和
五
十
一
年
八
月
、
松
之
山
町

農
協
組
織
整
備
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、

一
町
一
農
協
体
制
を
め
ざ
し
て
合
併

準
備
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
五
十
五
年

四
月
一
日
、
浦
田
・
松
里
・
布
川
・

松
之
山
の
四
農
協
が
合
併
し
、
松
之

山
町
農
協
が
誕
生
す
る
予
定
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
同
五
十
四
年
十
一
月
三

日
に
開
催
さ
れ
た
浦
田
農
協
臨
時
総

会
で
は
、
時
期
尚
早
と
い
う
意
見
が

三
分
の
一
を
超
え
て
他
農
協
と
の
合

併
は
見
送
ら
れ
た
。

　
こ
の
た
め
、
浦
田
農
協
を
除
く
三

農
協
の
合
併
と
な
り
、
目
標
で
あ
っ

た
一
町
一
農
協
体
制
は
実
現
し
な
か

っ
た
。

　
昭
和
六
十
年
代
を
迎
え
る
と
農
業

経
済
、
社
会
情
勢
の
変
化
は
著
し
く
、

よ
り
広
域
的
な
少
な
く
と
も
一
町
一

農
協
の
実
現
が
強
く
望
ま
れ
る
と
こ

ろ
と
な
っ
た
。

　
浦
田
農
協
の
正
組
合
員
も
設
立
時

の
約
半
分
と
な
り
、
松
之
山
町
農
協

と
の
合
併
は
時
間
の
問
題
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
六
十
二
年
八
月
一
日
、
浦
田

農
協
は
松
之
山
町
農
協
と
合
併
し
、

松
之
山
町
農
協
浦
田
支
所
と
な
っ
た
。

　
北
浦
田
入
口
の
岩
の
上
に
金
毘
羅

社
が
建
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
お
お
な
　
む
ち
の
か
み

　
祭
神
は
大
穴
牟
遅
神
で
創
立
年
月

は
不
明
で
あ
る
が
、
渋
海
川
の
氾
濫

を
鎮
め
る
た
め
に
建
立
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
る
。

　
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
、
金
毘
羅

社
が
鎮
座
し
て
い
た
大
岩
が
道
路
改

良
に
よ
り
破
壊
さ
れ
、
社
殿
は
何
十

分
の
一
に
も
な
っ
た
現
在
の
岩
の
上

に
移
築
さ
れ
た
。

　
金
毘
羅
社
と
並
ぶ
よ
う
に
建
っ
て

い
た
阿
弥
陀
堂
の
創
立
年
月
も
不
明

で
あ
る
。

　
堂
の
名
前
の
と
お
り
阿
弥
陀
如
来

を
安
置
し
、
昭
和
五
十
年
春
惜
し
ま

れ
な
が
ら
廃
堂
と
な
っ
た
。

　
仏
像
等
は
本
寺
で
あ
る
松
代
町
室

希n
』

⑩

屑
縫
［

野
の
洞
泉
寺
に
移
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
金
毘
羅
社
と
阿
弥
陀

堂
に
ま
つ
わ
る
伝
説
と
し
て
「
竜
の

　
　
　
か
っ
　
ぱ
　
　
　
つ
め

尻
尾
と
河
童
の
爪
跡
」
が
あ
る
。

　
こ
の
伝
説
の
要
約
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
昔
浦
田
の
里
に
竜
（
大
蛇
）
が
住

ん
で
お
り
、
あ
る
日
村
人
が
こ
の
竜

の
尻
尾
を
踏
ん
で
し
ま
っ
た
。

　
怒
っ
た
竜
は
七
日
七
晩
雨
を
降
ら

昭和62年8月1日、過疎化と厳しい農業情勢により、

松之山町農協浦田支所となった。

せ
た
が
、
八
日
目
の
朝
、
西
の
空
が

急
に
明
る
く
な
り
神
の
声
が
し
た
か

と
思
っ
た
ら
竜
の
頭
の
上
に
大
岩
が

落
ち
、
竜
は
息
絶
え
た
。

　
　
　
　
さ
　
ぬ
き
　
　
の

　
村
人
は
讃
岐
の
金
比
羅
様
が
助
け

て
く
れ
た
と
い
う
の
で
大
岩
の
上
に

社
殿
を
建
て
、
ナ
ス
や
キ
ュ
ゥ
リ
を

供
え
て
お
参
り
を
し
て
い
た
。

　
そ
の
う
ち
に
供
物
が
き
れ
い
に
な

く
な
っ
て
お
り
、
村
人
達
は
河
童
の

し
わ
ざ
に
違
い
な
い
と
河
童
を
探
し
、

つ
い
に
捕
ら
え
て
大
岩
に
縛
り
つ
け

た
。　

河
童
は
爪
で
大
岩
に
「
ハ
マ
ナ
ス

　
つ
る

の
蔓
に
な
り
た
る
き
ゅ
う
り
か
と
盗

み
し
瓜
に
命
と
ら
る
る
」
と
書
い
て
、

頭
の
皿
の
水
の
乾
く
ま
ま
死
ん
だ
。

　
二
度
と
悪
者
が
出
な
い
よ
う
に
と
、

村
で
は
そ
こ
に
阿
弥
陀
様
を
祀
っ
た
。

　
金
比
羅
様
と
並
ん
で
建
て
た
阿
弥

陀
堂
は
、
大
騒
動
の
去
っ
た
の
ち
胸

を
な
で
お
ろ
し
た
の
で
、
別
名
安
堵

堂
と
も
い
っ
た
。

　
中
世
の
上
杉
家
に
多
く
用
い
ら
れ

た
墓
が
家
型
墓
塔
で
、
松
之
山
町
内

各
地
の
墓
地
に
点
在
し
て
い
る
。

　
石
祠
と
似
て
い
る
が
、
屋
根
の
感

じ
や
軸
部
の
模
様
が
異
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
家
型
墓
塔
は
必
ず
し
も
全
国

的
に
分
布
し
て
い
る
の
で
な
く
、
上

杉
家
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
山
形
，

県
米
沢
市
や
上
・
中
越
地
方
を
中
心

に
分
布
し
て
い
る
。

　
上
之
山
の
墓
地
に
あ
る
墓
塔
に
は

寛
永
十
二
（
一
六
三
五
）
年
九
月
七

日
と
刻
銘
さ
れ
て
お
り
、
造
立
年
代

が
確
定
し
て
い
る
町
内
墓
石
の
中
で

一
番
古
い
。
－

　
こ
の
墓
塔
は
、
帰
農
し
た
上
杉
家

家
臣
の
墓
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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集
落
探
訪

歴
史
と
地
名

　
町
の
西
部
、
渋
海
川
中
流
右
岸
に

位
置
す
る
。

　
旧
浦
田
村
の
中
心
地
だ
っ
た
の
で
、

公
共
施
設
が
多
数
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
江
戸
時
代
は
東
浦
田
村
に
属
し
、

上
之
山
の
墓
地
に
は
寛
永
十
二
（
一

六
三
五
）
年
と
刻
銘
さ
れ
た
家
型
墓

塔
が
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
上
之
山
地
域
は

古
く
か
ら
開
発
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
八
月
、

浦
田
小
学
校
が
現
在
地
に
新
築
さ
れ
、

児
童
数
の
増
加
に
あ
わ
せ
て
何
回
か

増
改
築
が
行
わ
れ
た
。

　
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
、
浦
田

村
は
昭
和
天
皇
の
御
大
典
記
念
と
し

て
、
郡
内
初
の
サ
イ
レ
ン
（
四
馬
力
）

を
上
之
山
の
招
魂
社
前
に
架
設
し
た
。

　
昭
和
五
十
五
年
三
月
浦
田
支
所
が

廃
止
さ
れ
、
同
年
四
月
に
は
常
設
の

浦
田
保
育
所
が
開
園
し
た
。

　
ま
た
、
農
協
浦
田
支
所
・
克
雪
セ

ン
タ
ー
・
駐
在
所
・
郵
便
局
な
ど
の

主
要
施
設
が
あ
る
。

浦
田
小
学
校

　
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
四
月
五

日
、
大
厳
寺
を
借
り
て
浦
田
小
学
校

が
開
校
し
た
。
・

　
し
か
し
、
小
学
校
へ
の
入
学
者
は

就
学
の
奨
励
に
も
か
か
わ
ら
ず
少
な

く
、
特
に
女
子
の
入
学
は
少
な
か
っ

た
。　

そ
の
後
、
教
育
制
度
が
整
備
さ
れ

る
に
し
た
が
い
就
学
児
童
が
増
加
し
、

明
治
十
七
年
八
月
現
在
地
に
校
舎
が

新
築
さ
れ
た
。

　
明
治
三
十
二
年
六
月
に
は
高
等
小

学
校
が
併
設
さ
れ
、
か
な
り
レ
ベ
ル

の
高
い
普
通
教
育
が
行
わ
れ
た
。

　
太
平
洋
戦
争
中
の
昭
和
十
八
年
九

月
三
十
日
、
郡
内
初
の
プ
ー
ル
（
遊

泳
池
）
が
校
舎
裏
に
完
成
し
た
。

　
石
積
み
の
枠
で
渋
海
川
の
水
を
利

用
し
た
が
、
今
日
の
プ
ー
ル
と
は
お

よ
そ
掛
け
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
昭
和
二
十

年
六
月
八
日
浦
田
国
民
学
校
に
海
洋

少
年
隊
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
の
校
舎
は
昭
和
四
十
七
年
三

月
に
竣
工
し
、
翌
四
十
八
年
四
月
に

は
中
立
山
分
校
が
本
校
に
統
合
さ
れ

た
。　

最
盛
期
に
は
五
〇
〇
名
を
超
え
て

い
た
児
童
も
、
過
疎
化
の
進
行
に
よ

り
現
在
は
四
十
一
名
ま
で
激
減
し
て

い
る
。

　
そ
の
な
か
で
、
昭
和
六
十
二
年
よ

り
始
め
た
山
村
留
学
生
の
受
入
れ
は
、

学
校
の
み
な
ら
ず
地
区
の
活
性
化
に

役
立
っ
て
い
る
。

浦
田
郵
便
局

　
明
治
七
年
十
二
月
十
日
、
藤
原
の

邨
山
伴
次
郎
宅
（
現
邨
山
正
堅
宅
）

に
郵
便
取
扱
所
が
開
設
さ
れ
た
が
、

同
三
十
四
年
二
月
松
代
町
室
野
に
郵

便
局
が
移
さ
れ
た
。

　
大
正
十
年
十
月
、
上
之
山
の
佐
藤

徳
二
郎
宅
に
浦
田
郵
便
局
が
再
開
局

し
、
同
十
四
年
五
月
現
在
地
近
く
に

局
舎
が
移
転
し
た
。

、
現
在
の
局
舎
は
昭
和
四
十
三
年
十

一
月
に
完
成
し
た
も
の
で
、
浦
田
地

区
及
び
黒
倉
を
管
轄
し
て
い
る
。

．
浦
田
駐
在
所

校舎は変わっても浦田地区の人々の心の寄り所になっている浦田小学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西之前側から撮影）

　
明
治
三
十
五
年
以
前
は
室
野
駐
在

所
の
受
持
ち
で
あ
っ
た
が
、
同
年
十

一
月
、
現
在
の
浦
田
克
雪
セ
ン
タ
ー

近
く
に
浦
田
駐
在
所
が
設
置
さ
れ
た
。

　
昭
和
三
十
二
年
四
月
か
ら
三
十
八

年
七
月
ま
で
欠
員
と
な
り
、
こ
の
問

室
野
駐
在
所
の
管
轄
と
な
っ
て
い
た
。

　
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
、
駐
在
所

は
道
路
改
良
の
た
め
現
在
地
に
新
築

移
転
さ
れ
た
。

浦
田
保
育
所

　
昭
和
三
十
六
年
、
大
厳
寺
に
浦
田

季
節
保
育
所
が
設
置
さ
れ
た
。

　
季
節
保
育
所
は
春
・
秋
の
農
繁
期

に
開
設
さ
れ
、
昭
和
四
十
三
年
ま
で

続
い
た
。

　
昭
和
四
十
四
年
か
ら
は
へ
き
地
保

育
所
と
な
り
、
四
月
か
ら
十
二
月
ま

で
開
設
さ
れ
て
い
た
。

　
昭
和
五
十
年
代
に
入
る
と
常
設
保

育
所
を
望
む
声
が
多
く
な
り
、
昭
和

五
十
五
年
四
月
浦
田
常
設
保
育
所
が

現
在
地
に
竣
工
・
開
園
し
た
。

　
寒
い
冬
を
迎
え
て
も
、
十
六
名
の

園
児
た
ち
は
毎
日
元
気
良
く
保
育
所

へ
通
つ
て
い
る
。

　
農
業
協
同
組
合
法
が
昭
和
二
十
二

年
十
二
月
十
五
日
か
ら
施
行
さ
れ
、

そ
れ
を
受
け
て
同
二
十
三
年
三
月
十

八
日
浦
田
農
業
協
同
組
合
が
設
立
さ

れ
た
。

　
設
立
当
初
の
正
組
合
員
は
五
〇
〇

名
を
超
え
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
年

代
以
降
、
過
疎
化
の
進
行
と
減
反
政

策
で
組
合
員
が
減
少
し
、
零
細
農
協

で
は
経
営
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て

き
た
。

　
昭
和
五
十
一
年
八
月
、
松
之
山
町

農
協
組
織
整
備
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、

一
町
一
農
協
体
制
を
め
ざ
し
て
合
併

準
備
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
五
十
五
年

四
月
一
日
、
浦
田
・
松
里
・
布
川
・

松
之
山
の
四
農
協
が
合
併
し
、
松
之

山
町
農
協
が
誕
生
す
る
予
定
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
同
五
十
四
年
十
一
月
三

日
に
開
催
さ
れ
た
浦
田
農
協
臨
時
総

会
で
は
、
時
期
尚
早
と
い
う
意
見
が

三
分
の
一
を
超
え
て
他
農
協
と
の
合

併
は
見
送
ら
れ
た
。

　
こ
の
た
め
、
浦
田
農
協
を
除
く
三

農
協
の
合
併
と
な
り
、
目
標
で
あ
っ

た
一
町
一
農
協
体
制
は
実
現
し
な
か

っ
た
。

　
昭
和
六
十
年
代
を
迎
え
る
と
農
業

経
済
、
社
会
情
勢
の
変
化
は
著
し
く
、

よ
り
広
域
的
な
少
な
く
と
も
一
町
一

農
協
の
実
現
が
強
く
望
ま
れ
る
と
こ

ろ
と
な
っ
た
。

　
浦
田
農
協
の
正
組
合
員
も
設
立
時

の
約
半
分
と
な
り
、
松
之
山
町
農
協

と
の
合
併
は
時
間
の
問
題
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
六
十
二
年
八
月
一
日
、
浦
田

農
協
は
松
之
山
町
農
協
と
合
併
し
、

松
之
山
町
農
協
浦
田
支
所
と
な
っ
た
。

　
北
浦
田
入
口
の
岩
の
上
に
金
毘
羅

社
が
建
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
お
お
な
　
む
ち
の
か
み

　
祭
神
は
大
穴
牟
遅
神
で
創
立
年
月

は
不
明
で
あ
る
が
、
渋
海
川
の
氾
濫

を
鎮
め
る
た
め
に
建
立
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
る
。

　
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
、
金
毘
羅

社
が
鎮
座
し
て
い
た
大
岩
が
道
路
改

良
に
よ
り
破
壊
さ
れ
、
社
殿
は
何
十

分
の
一
に
も
な
っ
た
現
在
の
岩
の
上

に
移
築
さ
れ
た
。

　
金
毘
羅
社
と
並
ぶ
よ
う
に
建
っ
て

い
た
阿
弥
陀
堂
の
創
立
年
月
も
不
明

で
あ
る
。

　
堂
の
名
前
の
と
お
り
阿
弥
陀
如
来

を
安
置
し
、
昭
和
五
十
年
春
惜
し
ま

れ
な
が
ら
廃
堂
と
な
っ
た
。

　
仏
像
等
は
本
寺
で
あ
る
松
代
町
室

希n
』

⑩

屑
縫
［

野
の
洞
泉
寺
に
移
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
金
毘
羅
社
と
阿
弥
陀

堂
に
ま
つ
わ
る
伝
説
と
し
て
「
竜
の

　
　
　
か
っ
　
ぱ
　
　
　
つ
め

尻
尾
と
河
童
の
爪
跡
」
が
あ
る
。

　
こ
の
伝
説
の
要
約
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
昔
浦
田
の
里
に
竜
（
大
蛇
）
が
住

ん
で
お
り
、
あ
る
日
村
人
が
こ
の
竜

の
尻
尾
を
踏
ん
で
し
ま
っ
た
。

　
怒
っ
た
竜
は
七
日
七
晩
雨
を
降
ら

昭和62年8月1日、過疎化と厳しい農業情勢により、

松之山町農協浦田支所となった。

せ
た
が
、
八
日
目
の
朝
、
西
の
空
が

急
に
明
る
く
な
り
神
の
声
が
し
た
か

と
思
っ
た
ら
竜
の
頭
の
上
に
大
岩
が

落
ち
、
竜
は
息
絶
え
た
。

　
　
　
　
さ
　
ぬ
き
　
　
の

　
村
人
は
讃
岐
の
金
比
羅
様
が
助
け

て
く
れ
た
と
い
う
の
で
大
岩
の
上
に

社
殿
を
建
て
、
ナ
ス
や
キ
ュ
ゥ
リ
を

供
え
て
お
参
り
を
し
て
い
た
。

　
そ
の
う
ち
に
供
物
が
き
れ
い
に
な

く
な
っ
て
お
り
、
村
人
達
は
河
童
の

し
わ
ざ
に
違
い
な
い
と
河
童
を
探
し
、

つ
い
に
捕
ら
え
て
大
岩
に
縛
り
つ
け

た
。　

河
童
は
爪
で
大
岩
に
「
ハ
マ
ナ
ス

　
つ
る

の
蔓
に
な
り
た
る
き
ゅ
う
り
か
と
盗

み
し
瓜
に
命
と
ら
る
る
」
と
書
い
て
、

頭
の
皿
の
水
の
乾
く
ま
ま
死
ん
だ
。

　
二
度
と
悪
者
が
出
な
い
よ
う
に
と
、

村
で
は
そ
こ
に
阿
弥
陀
様
を
祀
っ
た
。

　
金
比
羅
様
と
並
ん
で
建
て
た
阿
弥

陀
堂
は
、
大
騒
動
の
去
っ
た
の
ち
胸

を
な
で
お
ろ
し
た
の
で
、
別
名
安
堵

堂
と
も
い
っ
た
。

　
中
世
の
上
杉
家
に
多
く
用
い
ら
れ

た
墓
が
家
型
墓
塔
で
、
松
之
山
町
内

各
地
の
墓
地
に
点
在
し
て
い
る
。

　
石
祠
と
似
て
い
る
が
、
屋
根
の
感

じ
や
軸
部
の
模
様
が
異
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
家
型
墓
塔
は
必
ず
し
も
全
国

的
に
分
布
し
て
い
る
の
で
な
く
、
上

杉
家
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
山
形
，

県
米
沢
市
や
上
・
中
越
地
方
を
中
心

に
分
布
し
て
い
る
。

　
上
之
山
の
墓
地
に
あ
る
墓
塔
に
は

寛
永
十
二
（
一
六
三
五
）
年
九
月
七

日
と
刻
銘
さ
れ
て
お
り
、
造
立
年
代

が
確
定
し
て
い
る
町
内
墓
石
の
中
で

一
番
古
い
。
－

　
こ
の
墓
塔
は
、
帰
農
し
た
上
杉
家

家
臣
の
墓
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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～
鞭
細
、
　
　
　
　
譲
欝
覇
．
，
騨
、

　
ぎ
・
・
蓋
誰
臨
．
輩
タ
．
駿
欝
霧

㎜
、
3
藏
燃
　
　
　
・
　
難
ざ
翼
ぐ
蝉
鷺

灘
懸
勲
顯
灘

彫
獺
灘
　
　
　
、
　
懸
難

雛
鐵
雛
．
鰯
欝
灘
㎜

灘
総
譲
曽
蜜
．
搬
嚢

雛
灘
馨

　
本
格
的
な
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
毎
日
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
初
め
て

の
方
や
何
年
も
ス
キ
ー
を
し
て
い
な

い
方
も
大
勢
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
こ
れ
ら
初
心
者
・

初
級
者
を
対
象
に
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー

ス
キ
ー
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

　
初
め
て
の
方
で
も
三
回
の
レ
ッ
ス

ン
で
必
ず
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
期
　
日
（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）

　
　
平
成
四
年
一
月
十
二
日

　
　
　
〃
　
　
一
月
＋
九
日

　
皆
さ
ん
は
松
之
山
町
指
定
文
化
財

が
い
く
つ
あ
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
国
指
定
文
化
財
の
松
之
山
（
湯
山
）

の
大
ケ
ヤ
キ
や
、
県
指
定
文
化
財
の

中
尾
の
大
杉
（
別
名
・
亀
杉
）
は
だ

れ
で
も
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

町
指
定
と
な
る
と
全
部
は
わ
か
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
町
指
定
文
化
財
に
は
十
七
点
が
指

定
さ
れ
て
お
り
、
鏡
ケ
池
（
昭
和
五

十
四
年
七
月
二
十
五
日
指
定
）
を
除

く
十
六
点
は
、
平
成
三
年
二
月
一
日

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
指
定
前
に
二
年
間
に
わ
た
る
全
町

的
な
文
化
財
調
査
を
実
施
し
、
仏
像

な
ど
の
専
門
的
な
最
終
鑑
定
は
、
文

　
平
成
四
年
一
月
二
十
六
日

▼
時
　
間

　
　
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
ま
で

▼
場
　
所

　
　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

▼
指
導
者

　
　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
学
校
講
師

▼
参
加
費
（
三
回
分
）

　
　
家
族
三
人
以
上
三
、
五
〇
〇
円

　
　
家
族
二
人
　
　
　
二
、
五
〇
〇
円

　
　
一
人
の
場
合
　
　
一
、
五
〇
〇
円

　
集
合
場
所
は
第
一
リ
フ
ト
乗
り
場

手
前
で
、
リ
フ
ト
券
は
各
自
で
購
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
公
民
館
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ょ
う
ち
ん

化
庁
か
ら
推
薦
を
受
け
た
明
珍
昭
二

氏
が
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
町
指
定
文
化
財
は
次
の
と

お
り
で
す
。

＊
陽
広
寺
の
鉄
造
聖
観
世
音
菩
薩
立

　
像

＊
観
音
寺
の
木
造
延
命
地
蔵
菩
薩
立

　
像

＊
天
水
越
松
苧
神
社
の
木
造
狛
犬

＊
天
水
越
不
動
堂
（
社
）
の
銅
造
地
蔵

　
菩
薩
立
像

＊
正
法
寺
の
木
造
十
王
坐
像

＊
中
尾
観
音
堂
の
木
造
聖
観
世
音
菩

　
薩
立
像

＊
黒
倉
十
二
神
社
の
木
造
狛
犬

＊
村
山
家
所
蔵
古
文
書
二
点
（
堀
監

①
4

　一　一

一

雌ぜ

　　　、ξ上

松
平
忠
輝
家
老
衆
定
書
）

＊
西
之
前
遺
跡
出
土
品
（
町
教
委
蔵
）

＊
小
谷
の
大
ケ
ヤ
キ

　
　
　
　
　
　
め
　
お
と

＊
大
荒
戸
の
庚
申
夫
婦
杉

＊
天
水
山
麓
の
ブ
ナ
原
生
林

＊
管
領
塚

＊
鏡
ケ
池

＊
岩
見
堂

＊
婿
投
げ

＊
ス
ミ
ぬ
り

マンツーマンで親切に指導します

　　　（昨年のレッスン風景より）

陽広寺の鉄造聖観世音菩薩立像

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
終
了

　
十
二
月
十
二
日
夜
、
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
で
今
年
度
最
後
の
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
五
月
か
ら
始
ま
っ
た
教
室
も
二
十

六
回
目
を
迎
え
、
会
員
の
皆
さ
ん
、

若
い
人
た
ち
が
健
康
作
り
に
頑
張
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
な
か
に
は
、
冬
期
問
も

教
室
を
続
け
て
ほ
し
い
と
い
う
方
も

い
ま
し
た
が
、
降
雪
の
関
係
で
休
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と
い
う
と
肩
苦
し

く
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
実
際

は
楽
し
く
気
持
ち
良
い
汗
を
流
せ
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
平
成
四
年
は
三
月
か
ら
始
め
る
予

定
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
一
度
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

教室に参加されている皆さん

前列一番左が講師の高橋トモ子さん

　
各
家
庭
に
取
付
け
ら
れ
る
戸
別
受

信
機
は
、
役
場
か
ら
放
送
さ
れ
る
電

波
を
受
信
す
る
装
置
で
す
。

　
こ
の
受
信
機
か
ら
平
常
時
に
は
一

般
行
政
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
に
は

緊
急
放
送
が
流
れ
ま
す
。

　
戸
別
受
信
機
の
大
き
さ
は
、
縦
二

十
㎝
、
横
二
十
六
㎝
、
奥
行
き
八
㎝

で
す
。

　
十
二
月
中
旬
よ
り
集
落
単
位
で
取

付
け
が
始
ま
り
、
す
で
に
兎
口
・
光

間
・
下
川
手
は
取
付
け
が
終
了
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
取
付
け
が
始
ま
る
集
落

に
つ
い
て
は
、
、
事
前
に
「
戸
別
受
信

機
設
置
指
定
場
所
」
と
書
か
れ
た
重

要
な
チ
ラ
シ
を
各
戸
に
配
布
し
ま
す
、

の
で
、
他
の
チ
ラ
シ
と
間
違
わ
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
取
付
け
に
際
し
て
の
留
意
事
項
は

讐三

各戸に取付けられる戸別受信機

次
の
と
お
り
で
す
。

◎
家
族
だ
ん
ら
ん
の
場
所
（
居
間
）

　
で
、
柱
や
し
っ
か
り
し
た
壁
に
設

　
置
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
火
気
・
震
動
が
多
い
と
こ
ろ
は
避

　
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
テ
レ
ビ
の
近
く
は
極
力
避
け
て
く

　
だ
さ
い
。

◎
受
信
機
の
常
用
電
源
と
し
て
近
く

　
に
コ
ン
セ
ン
ト
が
必
要
で
す
。

　
受
信
機
に
は
約
二
m
の
コ
ー
ド
が

　
付
い
て
い
ま
す
。

　
近
く
に
コ
ン
セ
ン
ト
が
な
い
場
合

　
は
延
長
コ
ー
ド
を
用
意
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　
延
長
コ
ー
ド
が
な
い
場
合
は
取
付

　
け
に
伺
っ
た
業
者
が
実
費
で
延
長

　
コ
ー
ド
を
取
付
け
て
く
れ
ま
す
。

◎
受
信
状
況
に
よ
り
ご
希
望
の
場
所

　
に
設
置
で
き
な
い
場
合
は
業
者
が

　
相
談
し
ま
す
。

◎
各
集
落
の
総
代
さ
ん
宅
に
は
フ
ァ

　
ク
シ
ミ
ρ
も
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
総
務
課
行

政
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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～
鞭
細
、
　
　
　
　
譲
欝
覇
．
，
騨
、

　
ぎ
・
・
蓋
誰
臨
．
輩
タ
．
駿
欝
霧

㎜
、
3
藏
燃
　
　
　
・
　
難
ざ
翼
ぐ
蝉
鷺

灘
懸
勲
顯
灘

彫
獺
灘
　
　
　
、
　
懸
難

雛
鐵
雛
．
鰯
欝
灘
㎜

灘
総
譲
曽
蜜
．
搬
嚢

雛
灘
馨

　
本
格
的
な
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
毎
日
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
初
め
て

の
方
や
何
年
も
ス
キ
ー
を
し
て
い
な

い
方
も
大
勢
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
こ
れ
ら
初
心
者
・

初
級
者
を
対
象
に
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー

ス
キ
ー
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

　
初
め
て
の
方
で
も
三
回
の
レ
ッ
ス

ン
で
必
ず
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
期
　
日
（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）

　
　
平
成
四
年
一
月
十
二
日

　
　
　
〃
　
　
一
月
＋
九
日

　
皆
さ
ん
は
松
之
山
町
指
定
文
化
財

が
い
く
つ
あ
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
国
指
定
文
化
財
の
松
之
山
（
湯
山
）

の
大
ケ
ヤ
キ
や
、
県
指
定
文
化
財
の

中
尾
の
大
杉
（
別
名
・
亀
杉
）
は
だ

れ
で
も
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

町
指
定
と
な
る
と
全
部
は
わ
か
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
町
指
定
文
化
財
に
は
十
七
点
が
指

定
さ
れ
て
お
り
、
鏡
ケ
池
（
昭
和
五

十
四
年
七
月
二
十
五
日
指
定
）
を
除

く
十
六
点
は
、
平
成
三
年
二
月
一
日

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
指
定
前
に
二
年
間
に
わ
た
る
全
町

的
な
文
化
財
調
査
を
実
施
し
、
仏
像

な
ど
の
専
門
的
な
最
終
鑑
定
は
、
文

　
平
成
四
年
一
月
二
十
六
日

▼
時
　
間

　
　
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
ま
で

▼
場
　
所

　
　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

▼
指
導
者

　
　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
学
校
講
師

▼
参
加
費
（
三
回
分
）

　
　
家
族
三
人
以
上
三
、
五
〇
〇
円

　
　
家
族
二
人
　
　
　
二
、
五
〇
〇
円

　
　
一
人
の
場
合
　
　
一
、
五
〇
〇
円

　
集
合
場
所
は
第
一
リ
フ
ト
乗
り
場

手
前
で
、
リ
フ
ト
券
は
各
自
で
購
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
公
民
館
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ょ
う
ち
ん

化
庁
か
ら
推
薦
を
受
け
た
明
珍
昭
二

氏
が
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
町
指
定
文
化
財
は
次
の
と

お
り
で
す
。

＊
陽
広
寺
の
鉄
造
聖
観
世
音
菩
薩
立

　
像

＊
観
音
寺
の
木
造
延
命
地
蔵
菩
薩
立

　
像

＊
天
水
越
松
苧
神
社
の
木
造
狛
犬

＊
天
水
越
不
動
堂
（
社
）
の
銅
造
地
蔵

　
菩
薩
立
像

＊
正
法
寺
の
木
造
十
王
坐
像

＊
中
尾
観
音
堂
の
木
造
聖
観
世
音
菩

　
薩
立
像

＊
黒
倉
十
二
神
社
の
木
造
狛
犬

＊
村
山
家
所
蔵
古
文
書
二
点
（
堀
監

①
4

　一　一

一

雌ぜ

　　　、ξ上

松
平
忠
輝
家
老
衆
定
書
）

＊
西
之
前
遺
跡
出
土
品
（
町
教
委
蔵
）

＊
小
谷
の
大
ケ
ヤ
キ

　
　
　
　
　
　
め
　
お
と

＊
大
荒
戸
の
庚
申
夫
婦
杉

＊
天
水
山
麓
の
ブ
ナ
原
生
林

＊
管
領
塚

＊
鏡
ケ
池

＊
岩
見
堂

＊
婿
投
げ

＊
ス
ミ
ぬ
り

マンツーマンで親切に指導します

　　　（昨年のレッスン風景より）

陽広寺の鉄造聖観世音菩薩立像

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
終
了

　
十
二
月
十
二
日
夜
、
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
で
今
年
度
最
後
の
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
五
月
か
ら
始
ま
っ
た
教
室
も
二
十

六
回
目
を
迎
え
、
会
員
の
皆
さ
ん
、

若
い
人
た
ち
が
健
康
作
り
に
頑
張
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
な
か
に
は
、
冬
期
問
も

教
室
を
続
け
て
ほ
し
い
と
い
う
方
も

い
ま
し
た
が
、
降
雪
の
関
係
で
休
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と
い
う
と
肩
苦
し

く
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
実
際

は
楽
し
く
気
持
ち
良
い
汗
を
流
せ
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
平
成
四
年
は
三
月
か
ら
始
め
る
予

定
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
一
度
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

教室に参加されている皆さん

前列一番左が講師の高橋トモ子さん

　
各
家
庭
に
取
付
け
ら
れ
る
戸
別
受

信
機
は
、
役
場
か
ら
放
送
さ
れ
る
電

波
を
受
信
す
る
装
置
で
す
。

　
こ
の
受
信
機
か
ら
平
常
時
に
は
一

般
行
政
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
に
は

緊
急
放
送
が
流
れ
ま
す
。

　
戸
別
受
信
機
の
大
き
さ
は
、
縦
二

十
㎝
、
横
二
十
六
㎝
、
奥
行
き
八
㎝

で
す
。

　
十
二
月
中
旬
よ
り
集
落
単
位
で
取

付
け
が
始
ま
り
、
す
で
に
兎
口
・
光

間
・
下
川
手
は
取
付
け
が
終
了
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
取
付
け
が
始
ま
る
集
落

に
つ
い
て
は
、
、
事
前
に
「
戸
別
受
信

機
設
置
指
定
場
所
」
と
書
か
れ
た
重

要
な
チ
ラ
シ
を
各
戸
に
配
布
し
ま
す
、

の
で
、
他
の
チ
ラ
シ
と
間
違
わ
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
取
付
け
に
際
し
て
の
留
意
事
項
は

讐三

各戸に取付けられる戸別受信機

次
の
と
お
り
で
す
。

◎
家
族
だ
ん
ら
ん
の
場
所
（
居
間
）

　
で
、
柱
や
し
っ
か
り
し
た
壁
に
設

　
置
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
火
気
・
震
動
が
多
い
と
こ
ろ
は
避

　
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
テ
レ
ビ
の
近
く
は
極
力
避
け
て
く

　
だ
さ
い
。

◎
受
信
機
の
常
用
電
源
と
し
て
近
く

　
に
コ
ン
セ
ン
ト
が
必
要
で
す
。

　
受
信
機
に
は
約
二
m
の
コ
ー
ド
が

　
付
い
て
い
ま
す
。

　
近
く
に
コ
ン
セ
ン
ト
が
な
い
場
合

　
は
延
長
コ
ー
ド
を
用
意
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　
延
長
コ
ー
ド
が
な
い
場
合
は
取
付

　
け
に
伺
っ
た
業
者
が
実
費
で
延
長

　
コ
ー
ド
を
取
付
け
て
く
れ
ま
す
。

◎
受
信
状
況
に
よ
り
ご
希
望
の
場
所

　
に
設
置
で
き
な
い
場
合
は
業
者
が

　
相
談
し
ま
す
。

◎
各
集
落
の
総
代
さ
ん
宅
に
は
フ
ァ

　
ク
シ
ミ
ρ
も
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
総
務
課
行

政
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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町
で
は
新
規
学
卒
者
な
ど
の
皆
さ

ん
か
ら
、
な
ん
と
か
松
之
山
町
や
隣

接
の
通
勤
可
能
な
職
場
に
就
業
願
い

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
松
之
山
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
高
校
の

先
生
方
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
話
し
合
い
を
深
め
、
就
業
対
策

事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　
五
月
末
に
は
松
高
三
年
生
を
対
象

に
、
町
内
企
業
の
職
場
紹
介
説
明
会

を
大
厳
寺
高
原
で
開
催
し
、
生
徒
二

十
八
名
全
員
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
会
場
ま
で
の
道
中
、
町
で
計
画
し

て
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
敷

地
と
そ
の
温
泉
源
等
を
見
学
し
ま
し

た
。　

町
長
か
ら
は
特
老
ホ
ー
ム
の
求
人

見
通
し
に
つ
い
て
、
町
内
八
事
業
所

代
表
か
ら
は
熱
い
求
人
ラ
ブ
コ
ー
ル

が
あ
り
ま
し
た
。

　
十
一
月
末
に
は
松
高
二
年
生
を
対

象
に
、
企
業
訪
問
と
企
業
説
明
会
を

開
催
し
、
町
内
九
事
業
所
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　
昼
食
後
、
六
事
業
所
代
表
の
方
々

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
自
社
宣
伝
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
時
間
的
制
約
が
あ
っ
た

測
懲
襟
蜥
渤
欄
轍
灘
囎

た
め
、
事
業
所
側
か
ら
の
一
方
的
な

話
し
に
終
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

町
内
に
も
多
く
の
職
場
が
あ
っ
た
こ

と
に
驚
い
た
と
b
う
意
見
も
あ
り
、

企
業
側
の
今
後
の
P
R
活
動
や
求
人

対
策
へ
の
努
力
が
一
層
望
ま
れ
る
感

じ
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
で
は
「
若
者
U
タ
ー
ン

促
進
事
業
」
と
し
て
、
町
外
に
勤
労

さ
れ
て
い
る
若
者
の
方
々
の
住
所
を

各
家
庭
か
ら
お
聞
き
し
、
町
に
U
タ

ー
ン
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
か
ら
、

二
〇
三
名
の
方
に
U
タ
ー
ン
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
回
答
率
は
三
十
三
％
、
六
十
八
名

の
方
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
十
五

名
の
方
が
真
剣
に
U
タ
ー
ン
を
考
え

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
後
日
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と
し
、
U

タ
ー
ン
志
向
者
へ
の
町
内
や
近
隣
の

求
人
情
報
・
広
報
紙
等
を
今
後
お
届

け
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
元
事
業
所
の
皆
さ
ん
、
教
育
関

係
の
皆
さ
ん
、
住
民
の
皆
さ
ん
方
の

ご
協
力
と
．
こ
指
導
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
町
ぐ
る
み
で
若
者
と
労
働
力
の

確
保
に
つ
と
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
な
お
、
U
タ
ー
ン
情
報
等
は
役
場

の
職
業
係
（
丘
六
－
去
二
一
三
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ン

真剣な表情で事業所代表の

　　　　　　　　話しを聞いていました

所
得
税

・
消
費
税
の
確
定
申
告
と

納
税
は
正
し
く
お
早
め
に
！

野彰画

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月
十

六
日
か
ら
三
月
十
六
日
ま
で
で
す
が
、

早
め
に
準
備
し
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

〈
正
し
い
確
定
申
告
を
〉

　
所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状
況

を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
皆
さ
ん
自

身
が
、
税
法
に
従
っ
て
自
分
の
所
得

と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
申
告
、
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納
税
す
る
と
い
う
「
申
告
納
税
制
度
」

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

〈
「
年
金
」
や
「
給
与
」
の

　
　
　
　
　
　
源
泉
徴
収
票
〉

　
年
金
や
給
与
の
源
泉
徴
収
票
は
忘

れ
が
ち
で
す
が
、
大
切
に
保
管
し
て

申
告
の
と
き
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
消
費
税
の
確
定
申
告
を

　
　
　
　
　
　
お
忘
れ
な
く
〉

　
個
人
事
業
者
の
方
の
消
費
税
の
確

定
申
告
は
、
一
月
一
日
か
ら
三
月
三

十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
該
当
す

る
方
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
済
ま

・
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
に
関
す
る
不
明
な
点
は
、
役

場
の
税
務
係
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

　
土
地
や
家
屋
な
ど
を
相
続
し
て

も
登
記
は
つ
い
忘
れ
が
ち
で
す
。

　
税
金
の
申
告
が
済
ん
で
い
る
か

ら
と
い
っ
て
、
相
続
の
登
記
が
完

了
し
た
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
相
続
登
記
は
い
つ
ま
で
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
定
め
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
時
間
が
経
過
し
ま

す
と
相
続
関
係
者
が
増
え
た
り
、

書
類
の
取
り
そ
ろ
え
な
ど
が
複
雑

に
な
り
ま
す
の
で
、
相
続
登
記
は

早
目
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
一
人
一
年
金
の
受
給

　
た
と
え
ば
、
障
害
基
礎
年
金
を
受

給
中
に
老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生

年
金
（
退
職
共
済
年
金
）
の
受
給
権

を
得
た
り
、
あ
る
い
は
三
級
の
障
害

厚
生
年
金
を
受
給
中
に
遺
族
基
礎
年

金
・
遺
族
厚
生
年
金
（
遺
族
共
済
年

金
）
の
受
給
権
を
得
る
場
合
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
原
則
と

し
て
受
給
権
者
か
ら
受
給
し
た
い
年

金
の
届
け
出
を
受
け
て
、
い
ず
れ
か

一
つ
の
年
金
を
受
給
で
き
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
外
と
し
て
二
つ
の
年
金
を
受
給

で
き
る
の
は
、
遺
族
厚
生
年
金
（
遺

族
共
済
年
金
）
を
受
給
中
の
人
が
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
を
得
た
場
合

な
ど
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
一
人
一
年
金
を
受
給

す
る
原
則
は
、
昭
和
六
十
一
年
三
月

以
前
か
ら
、
た
と
え
ば
、
国
民
年
金

の
母
子
年
金
を
受
給
中
に
障
害
基
礎

年
金
な
ど
公
的
年
金
の
受
給
権
を
得

た
場
合
に
も
同
様
で
す
。

▼
受
給
す
る
年
金
の
届
け
出

　
こ
の
よ
う
に
、
一
人
一
年
金
の
受

給
が
原
則
と
な
り
ま
す
の
で
、
二
つ

以
上
の
年
金
の
受
給
権
を
得
た
よ
う

な
場
合
に
は
、
ど
の
年
金
を
受
給
し

た
い
の
か
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
た
と
え
ば
、
以
前
か
ら
受
給
し
て

い
る
障
害
基
礎
年
金
に
替
え
て
、
老

齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生
年
金
を
受

給
し
た
い
と
届
け
ま
す
と
、
届
け
出

を
し
た
翌
月
支
払
分
か
ら
老
齢
基
礎

年
金
・
老
齢
厚
生
年
金
が
支
払
わ
れ

ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
年
金
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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町
で
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皆
さ
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ら
、
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か
松
之
山
町
や
隣

接
の
通
勤
可
能
な
職
場
に
就
業
願
い
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ズ
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さ
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校
の
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方
か
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ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
話
し
合
い
を
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め
、
就
業
対
策

事
業
を
始
め
ま
し
た
。
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は
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三
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生
を
対
象
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町
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企
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職
場
紹
介
説
明
会

を
大
厳
寺
高
原
で
開
催
し
、
生
徒
二

十
八
名
全
員
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
会
場
ま
で
の
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中
、
町
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画
し

て
い
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別
養
護
老
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ホ
ー
ム
の
敷

地
と
そ
の
温
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等
を
見
学
し
ま
し

た
。　

町
長
か
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は
特
老
ホ
ー
ム
の
求
人

見
通
し
に
つ
い
て
、
町
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八
事
業
所

代
表
か
ら
は
熱
い
求
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ブ
コ
ー
ル

が
あ
り
ま
し
た
。
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を
対
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訪
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催
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、
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を
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。
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食
後
、
六
事
業
所
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方
々

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
自
社
宣
伝
を
行
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後
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や
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対
策
へ
の
努
力
が
一
層
望
ま
れ
る
感

じ
を
受
け
ま
し
た
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ま
た
、
町
で
は
「
若
者
U
タ
ー
ン

促
進
事
業
」
と
し
て
、
町
外
に
勤
労
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て
い
る
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者
の
方
々
の
住
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を

各
家
庭
か
ら
お
聞
き
し
、
町
に
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し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
か
ら
、

二
〇
三
名
の
方
に
U
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ン
ア
ン
ケ
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ト
を
実
施
し
ま
し
た
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回
答
率
は
三
十
三
％
、
六
十
八
名

の
方
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
十
五

名
の
方
が
真
剣
に
U
タ
ー
ン
を
考
え

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
調
査
結
果
に
つ
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て
は
後
日
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と
し
、
U

タ
ー
ン
志
向
者
へ
の
町
内
や
近
隣
の

求
人
情
報
・
広
報
紙
等
を
今
後
お
届

け
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
元
事
業
所
の
皆
さ
ん
、
教
育
関

係
の
皆
さ
ん
、
住
民
の
皆
さ
ん
方
の

ご
協
力
と
．
こ
指
導
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
町
ぐ
る
み
で
若
者
と
労
働
力
の

確
保
に
つ
と
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
な
お
、
U
タ
ー
ン
情
報
等
は
役
場

の
職
業
係
（
丘
六
－
去
二
一
三
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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真剣な表情で事業所代表の

　　　　　　　　話しを聞いていました

所
得
税

・
消
費
税
の
確
定
申
告
と

納
税
は
正
し
く
お
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に
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所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
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十

六
日
か
ら
三
月
十
六
日
ま
で
で
す
が
、

早
め
に
準
備
し
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

〈
正
し
い
確
定
申
告
を
〉

　
所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状
況

を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
皆
さ
ん
自

身
が
、
税
法
に
従
っ
て
自
分
の
所
得
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く
計
算
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て
申
告
、

　
さ

9
4
9
）

r 一
＝
｝

＝
二

a籐

　1（1いワ

納
税
す
る
と
い
う
「
申
告
納
税
制
度
」

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

〈
「
年
金
」
や
「
給
与
」
の

　
　
　
　
　
　
源
泉
徴
収
票
〉

　
年
金
や
給
与
の
源
泉
徴
収
票
は
忘

れ
が
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で
す
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大
切
に
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管
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と
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持
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だ
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の
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税
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定
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は
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日
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十
一
日
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で
と
な
っ
て
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ま
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消
費
税
の
課
税
事
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に
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当
す
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方
は
、
で
き
る
だ
け
早
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に
済
ま
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せ
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だ
さ
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申
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に
関
す
る
不
明
な
点
は
、
役

場
の
税
務
係
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

　
土
地
や
家
屋
な
ど
を
相
続
し
て

も
登
記
は
つ
い
忘
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が
ち
で
す
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税
金
の
申
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が
済
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で
い
る
か

ら
と
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っ
て
、
相
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の
登
記
が
完

了
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け
で
も
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相
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記
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に
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け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
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が
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時
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の
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が
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共
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に
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の
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を
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の
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、
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金
を
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、
た
と
え
ば
、
国
民
年
金

の
母
子
年
金
を
受
給
中
に
障
害
基
礎

年
金
な
ど
公
的
年
金
の
受
給
権
を
得

た
場
合
に
も
同
様
で
す
。

▼
受
給
す
る
年
金
の
届
け
出

　
こ
の
よ
う
に
、
一
人
一
年
金
の
受

給
が
原
則
と
な
り
ま
す
の
で
、
二
つ

以
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に
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の
か
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以
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厚
生
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の
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災
予
防
運
動
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こ
の
時
期
に
は
、
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濯
物
の

乾
燥
や
燃
焼
中
の
給
油
な
ど
、
不
適

切
な
取
り
扱
い
に
よ
る
暖
房
器
具
か

ら
の
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
暖
房
器
具
は
正
し
く
取
り
扱
い
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
雪
に
よ
る
プ

　
ロ
パ
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ガ
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の
配
管
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が
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す
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、
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の
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び
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は
、
国
が
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し
た
国

宝
や
重
要
文
化
財
ば
か
り
で
な
く
、

県
・
町
が
指
定
し
た
郷
土
の
文
化
財

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
の
多

く
は
木
や
紙
・
布
な
ど
の
燃
え
や
す

い
素
材
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
？

　
火
災
に
遭
っ
た
ら
、
あ
っ
と
い
う

間
に
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
火
災
や
震
災
な
ど
の
災
害
か
ら
文

化
財
を
守
る
た
め
に
、
文
化
財
の
所

有
者
や
管
理
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

文
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の
周
辺
に
住
ん
で
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る
方
も
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を
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け
ま
し
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う
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、
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の
大
切
な
文
化
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を
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ら
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る
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、
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め
ら
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守
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に
気

を
配
る
よ
う
心
が
け
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う
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の
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来
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日
和
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女

参
道
を
髪
置
の
子
と
歩
を
合
わ
せ

あ
く
び
す
る
髪
置
の
子
が
撮
ら
れ
お
り

新
館
に
赤
富
士
の
額
年
忘
れ

　
　
　
　
　
松
之
山
　
井
部
　
朝
女

ひ
と
筆
の
墨
絵
や
雪
の
松
之
山

メ
サ
イ
ア
も
第
九
も
無
く
て
過
疎
の
町
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之
山
　
丘
山
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郎
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し

除
夜
の
音
に
心
あ
ら
わ
れ
年
齢
を
と
り

初
も
う
で
卵
野
の
鋤
献
の
杉
並
木

初
夢
は
七
福
神
の
舞
い
踊
り

　
　
　
　
　
曽
根
佐
藤
　
　
仁

（
南
田
）

（
松
屋
）

（
高
松
屋
）

（
高
校
V

（
沢
）

　
多
く
の
方
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
難
解
な
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。

rり「　「119番の日」です
　119番は火災・救急・その他の災害の発生を通報する重要な

電話番号であり、通報の遅れから尊い生命・大切な財産を失うこ

とのないよう、また安全な生活を送ることを目的として設けられ

ました。

　消防署では、町民の皆さんにとって、頼りになる119番にな

りたいと思っております。

　いざ！という時の正しい通報「あわてず」「急がず」「正確に」連

絡してください。

　今年こそは、無火災・無事故でありますように！

東北電力からのお願い
1、雪おろしの時に電線に雪を投げ当てない

　でください。

停電の原因となります。

2、変圧器や電線に触れますと、感電する恐

れがありますので、付近で作業する場合は

十分注意してください。

3、電線が切れて道路に落ちていても絶対に

　さわらないで、最寄りの東北電力へ連絡し

　てください。

　　十日町営業所　行0257－52－3107

　　松代サービスセンター　費7－2020
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1
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5

，
翻

イロハニホヘトチリヌル
　黒先白死（1手だけ）

八
　
七
六
　
五

四

　詰碁の解答を募集してい

ます。1月27日までにハガ

キなどで広報担当まで

正解者には粗品を進呈

擢
月
号
の
答
え2　

　
4
ノ

正解者

久保田光栄（天水島）

　
先
月
の
出
題
は
ナ
カ
デ
の
問
題
で
す
が
、
こ
れ
は

三
目
ナ
カ
デ
で
、
黒
1
の
置
き
が
正
解
で
す
。

　
白
2
、
4
の
抵
抗
に
は
、
黒
3
の
ハ
ネ
か
ら
5
で

三
目
ナ
カ
デ
の
死
に
。
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震美鵜響欄欝，
　　　　　　　　　　騰難欝1轡り

誉．畿
1諏3聾．

　　　　　　　　　　Rや　乞

　　　　、真　．．、、、「・ζ躍蘇鋪葬轟矯．擬i繍翻

購膿灘耀ぞ手いるところ）

おめでた（出生）
　　　　　　　　　　　　　　　　（生年月日）

彩美ちゃん　山岸治二さんの長女

　　　　　　　（大荒戸）下中村　　3・12・12

良子ちゃん　設楽長栄さんの三女

　　　　　　　（松之山）町営住宅　3・12・13

お《鞄歓蹴》　　（死亡年月日）　りす組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もとやまたくとくん
福原ナヲさん　89歳（天水越）弥助　3・12・4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（湯本原）
志賀ユウさん　73歳（松口）伝兵衛　3・12・6

小野塚ヤイさん　88歳（藤倉）風張　3・12・25

村山正義さん　82歳（松之山）彦八　3・12・29

高橋ミヨさん　73歳（天水島）忠助　3・12・30

※12月1日から31日までの届出分です。
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▼
1
2
月
の
で
き
ご
と

2524151293
日日日日日日

26
日

2827
日　日

集
落
総
代
会

ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
祭

東
川
ト
ン
ネ
ル
安
全
祈
願
祭

上
蝦
池
簡
易
水
道
竣
工
式

議
会
定
例
会
（
2
5
日
ま
で
）

湯
沢
直
通
バ
ス
運
行
開
始

　
（
1
月
8
日
ま
で
）

農
業
委
員
会
総
会

松
之
山
葛
飾
子
供
交
歓
会

　
　
　
　
　
（
2
9
日
ま
で
）

山
留
短
期
生
松
之
山
の
冬
体

験
（
3
0
日
ま
で
）

官
庁
仕
事
納
め

年
越
し
国
際
交
流

　
　
（
1
月
3
日
ま
で
）

▼
－
月
の
予
定

4
日
　
官
庁
仕
事
始
め

7
日
　
松
之
山
町
大
島
村
広
域
過
疎

　
　
対
策
協
議
会
発
会
式

9
日
　
選
挙
管
理
委
員
会

12

日
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
i
教
室

　
　
　
　
（
1
9
日
・
2
6
日
も
開
催
〉

15

日
　
ム
コ
投
げ
・
ス
ミ
ぬ
り

29
日
　
農
業
委
員
会
総
会

　
　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
年
末
年
始
は
暖
冬
少
雪
で
過
し
や

す
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
帰
省
さ
れ
た
方
も
多
く
、

に
ぎ
や
か
な
家
庭
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。

　
さ
て
、
昨
年
は
土
地
・
株
な
ど
の

バ
プ
ル
が
崩
壊
し
、
今
年
の
日
本
経

済
は
先
行
き
不
透
明
で
す
。

　
こ
れ
と
は
逆
に
、
年
々
景
気
良
く

な
る
の
が
お
年
玉
だ
そ
う
で
す
。

　
忘
年
会
か
ら
新
年
会
へ
と
酒
の
回

数
が
益
々
増
え
ま
す
が
、
胃
腸
の
た

め
に
無
理
な
飲
食
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
本
格
的
な
降
雪
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

ス
リ
ッ
プ
事
故
な
ど
を
起
さ
な
い
よ

う
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤

一
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
七
四
六
（
▲
五
）

　
　
男
／
一
、
八
三
三
（
▲
二
）

　
　
女
／
一
、
九
二
二
（
▲
三
）

世
帯
数
／
一
、
一
五
八
（
▲
二
）

（
）
内
は
十
二
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
一
月
号

平
成
四
年
一
月
十
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
費
9
ヨ
五
九
ー
六
－
一
二
一
＝
二

編
集
／
総
務
課
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